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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和６年第１回定例会５月会議） 企画公室　政策調整係

４．概要

改正内容
・適用期限の延長
　省令において、適用期限「令和６年３月３１日」が「令和９年３月３１日」に延長さ
れたことに伴い、条例第２条中「令和６年３月３１日」を「令和９年３月３１日」に改
めます。

（施行期日：令和６年４月１日）

１．議案名

報告第３号　かつらぎ町過疎地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を
改正する条例制定について

２．背景・経過

３．趣旨・目的

　本町の産業の持続的発展を促進し、過疎法の趣旨である人材の確保及び育成・雇用機
会の拡充・住民福祉の向上・地域格差の是正に寄与することを目的として、地方税の課
税免除又は不均一課税に伴う特別措置について改正するものです。

　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第２４条の地方税の課税免除又は不
均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令が改正され、適用期限が延長され
ました。
　このことにより、条例の一部を改正する必要が生じたため、地方自治法第１８０条第
１項及びかつらぎ町長の専決事項の指定について第２項の規定により専決処分したの
で、これを報告するものです。
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（令和６年第１回定例会５月会議） 

【報告第３号 参考資料】 

過疎地域における固定資産税の特別措置（課税免除）の概要について 

1. 制度概要 
かつらぎ町内において対象事業を行うために取得等した土地、家屋及び設備に対して、新た

に課税されることになった年度から３年度分に限り、固定資産税を免除します。 

2. 対象地域  かつらぎ町全域 

3. 対象事業および要件 
 青色申告を提出する法人または個人であること 

 取得価額(土地は含まない)  

対象事業 個人 
法人の資本金規模 

５千万円以下 
5 千万円超 
1 億円以下 

1 億円超 

製造業、旅館業 500 万円以上 500 万円以上 1 千万円以上 2 千万円以上 

農林水産物等販売業 
情報サービス業等 

500 万円以上 

 対象となる固定資産 
１．家  屋 建物およびその附属設備のうち、直接事業の用に供する部分 
２．土  地 上記家屋に係る土地(直接事業の用に供する部分）。ただし取得の日の翌日

から起算して 1 年以内に当該家屋の建設に着手した場合に限る。 
３．償却資産 機械および装置のうち、直接事業の用に供するもの 

※ただし、資本金額 5 千万円以上の法人については新増設のみ 

4. 課税免除の内容 
当該設備に係る家屋、機械・装置、構築物および当該家屋の敷地である土地の固定資産税を

３年間課税免除します。 

5. 減収補てん 
最初に課税免除を行った年度から３年間について、固定資産税の減収分の７５％に相当する

分が普通交付税で補てんされます。 

6. 適用期限  令和９年３月３１日 
 

7. 実績 
 令和 3 年度 製造業 8 件 15,295,200 円(償却資産) 
 令和 4 年度 製造業 6 件 14,044,500 円(償却資産) 
 令和 5 年度 製造業 6 件  9,909,800 円(償却資産)   
       製造業 1 件    441,300 円(償却資産・家屋）  計 7 件 10,351,100 円 
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和６年第１回定例会５月会議）
税務課　　固定資産税係
　　　　　住民税係

　　　　　　　　　額に相当する金額を控除します。

　　　　　　※　特別徴収(年金)及び普通徴収において控除しきれない場合は順次控除す

　　　　　　　　ることとなります。

　　②土地に係る固定資産税の負担軽減措置の延長

　　　平成9年度の評価替え以降、課税の公平の観点から地域や土地にばらつきのある

　　　　　　(3)普通徴収の場合

　　　　　　　　　令和6年度分の個人住民税に係る第1期分の納付額から特別控除の

　　　・減税方法　

        　　(1)特別徴収(給与)の場合

　　　　　　　　　令和6年6月給与の支払いをする場合、特別徴収を行わず、特別控除

　　　　　　　　　の額を控除した後の個人住民税の額の11分の１の額を令和6年7月か

　　　　　　　　　ら令和7年5月まで特別徴収義務者が徴収します。

　　　　　　(2)特別徴収(年金)の場合

　① 令和６年度分の個人住民税について、定額による住民税額の特別控除を次のとお

　　 り実施します。

　　・対象者　前年の合計所得金額が1,805万円以下の個人住民税所得割の納税義務者

　　　　　　　　令和6年10月の年金支給時に特別控除の額に相当する金額を控除し

　　　　　　　　　ます。

　　　負担水準を均衡化させることを重視した負担軽減措置について令和8年度まで

　　　継続延長します。

　　　　（施行期日：令和６年４月１日）

１．議案名

報告第４号　かつらぎ町税条例の一部を改正する条例制定について

２．背景・経過

　令和６年度税制改正における地方税法の改正に伴い、所要の改正を行うものです。

　　・減税額　本人、控除対象配偶者又は扶養親族　一人につき　１万円

３．趣旨・目的

　地方税法の改正により、条例の一部を改正する必要が生じたため、地方自治法第１８

０条第１項及びかつらぎ町長の専決事項の指定について第２項の規定により、専決処分

したので、これを報告するものです。

４．概要

　 主な改正内容
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後
に
出
生
し
た
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※
３

控
除
対
象
配
偶
者
以
外
の
同
一
生
計
配
偶
者
の
方
が
い
る
場
合
は
、
令
和
７
年
度
分
の

個
人
住
民
税
に
お
い
て
１
万
円
の
定
額
減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
４

国
内
に
住
所
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

・
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

1,
80
5万

円
を
超
え
る
方

・
前
年
の
総
所
得
金
額
等
が
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
以
下
の
方

・
所
得
控
除
に
よ
り
課
税
総
所
得
金
額
等
が
ゼ
ロ
と
な
る
方

・
税
額
控
除
に
よ
り
定
額
減
税
前
に
所
得
割
額
が
ゼ
ロ
と
な
る
方

〇
対
象
と
な
ら
な
い
方

※
複
数
の
徴
収
方
法
で
徴
収
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
上
記
の
パ
タ
ー
ン
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

減
税
額
に
つ
い
て
は
、
課
税
決
定
通
知
書
の
税
額
控
除
額
欄
又
は
特
別
徴

収
税
額
通
知
書
の
摘
要
欄
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

〇
通
知
方
法

そ
の
他 定
額
減
税
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
や
寄
附
金
税
額
控
除
な
ど
、
全
て
の
控
除
が
行
わ
れ
た
後
の
所
得
割
額
か
ら
減
税
さ
れ
ま
す
。

減
税
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
別
途
給
付
金
（
調
整
給
付
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

➢ ➢
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
1
 
-
 

（
令

和
６

年
第

１
回

定
例

会
５

月
会

議
）

 

【
報

告
第

４
号

 
参

考
資

料
】

 

か
つ

ら
ぎ

町
税

条
例

新
旧

対
照

表
 

改
 

正
 

後
 

改
 

正
 

前
 

○
か

つ
ら

ぎ
町

税
条

例
(
昭

和
3
7
年

か
つ

ら
ぎ

町
条

例
第

2
号

)
 

○
か

つ
ら

ぎ
町

税
条

例
(
昭

和
3
7
年

か
つ

ら
ぎ

町
条

例
第

2
号

)
 

 
 

 
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

 
 

(町
民

税
の

減
免

) 
(町

民
税

の
減

免
) 

第
51

条
 

 (
略

) 
第

51
条

 
 (
略

) 
2 

前
項

の
規

定
に

よ
り

町
民

税
の

減
免

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
納

期
限

ま
で

に
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

請
書

に
減

免
を

受
け

よ
う

と
す

る
事

由
を

証
明

す
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

町
長

が
、

当
該

者
が

同
項

各
号

の
い

ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
り

、
か

つ
、
町

民
税

を
減

免
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

2 
前

項
の

規
定

に
よ

っ
て

町
民

税
の

減
免

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、

納
期

限
ま

で
に

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
請

書
に

減
免

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
由

を
証

明
す

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(1
)～

(3
) 

 (
略

) 
(1

)～
(3

) 
 (
略

) 
3 

第
1
項

の
規

定
に

よ
り

町
民

税
の

減
免

を
受

け
た

者
は

、
そ

の
事

由

が
消

滅
し

た
場

合
に

は
、

直
ち

に
そ

の
旨

を
町

長
に

申
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

3 
第

1
項

の
規

定
に

よ
っ

て
町

民
税

の
減

免
を

受
け

た
者

は
、

そ
の

事

由
が

消
滅

し
た

場
合

に
お

い
て

は
、

直
ち

に
そ

の
旨

を
町

長
に

申
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

 
(省

 
 

 
 

 
略

) 
(省

 
 

 
 

 
略

) 
 

 
(固

定
資

産
税

の
減

免
) 

(固
定

資
産

税
の

減
免

) 
第

71
条

 
 (
略

) 
第

71
条

 
 (
略

) 
2 

前
項

の
規

定
に

よ
り

固
定

資
産

税
の

減
免

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
2 

前
項

の
規

定
に

よ
っ

て
固

定
資

産
税

の
減

免
を

受
け

よ
う

と
す

る
者
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
2
 
-
 

は
、
納

期
限

前
ま

で
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

請
書

に
そ

の
減

免
を

受
け

よ
う

と
す

る
事

由
を

証
明

す
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

町
長

が
、

当
該

者
が

所

有
す

る
固

定
資

産
が

同
項

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

こ
と

が
明

ら
か

で
あ

り
、
か

つ
、
固

定
資

産
税

を
減

免
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め

る
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

は
、

納
期

限
前

ま
で

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
請

書
に

そ

の
減

免
を

受
け

よ
う

と
す

る
事

由
を

証
明

す
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

3 
第

1
項

の
規

定
に

よ
り

固
定

資
産

税
の

減
免

を
受

け
た

者
は

、
そ

の

事
由

が
消

滅
し

た
場

合
に

は
、
直

ち
に

そ
の

旨
を

町
長

に
申

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

3 
第

1
項

の
規

定
に

よ
っ

て
固

定
資

産
税

の
減

免
を

受
け

た
者

は
、

そ

の
事

由
が

消
滅

し
た

場
合

に
お

い
て

は
、
直

ち
に

そ
の

旨
を

町
長

に
申

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

 
 

(特
別

土
地

保
有

税
の

減
免

) 
(特

別
土

地
保

有
税

の
減

免
) 

第
13

9
条

の
3 

 (
略

) 
第

13
9
条

の
3 

 (
略

) 
2 

前
項

の
規

定
に

よ
り

特
別

土
地

保
有

税
の

減
免

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
納

期
限

ま
で

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
請

書
に

そ
の

減
免

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
由

を
証

明
す

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
町

長
が

、
当

該
者

が
所

有
し

、
又

は
取

得
す

る
土

地
が

同
項

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

こ
と

が
明

ら
か

で
あ

り
、

か
つ

、
特

別
土

地
保

有
税

を
減

免
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

2 
前

項
の

規
定

に
よ

っ
て

特
別

土
地

保
有

税
の

減
免

を
受

け
よ

う
と

す

る
者

は
、

納
期

限
ま

で
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

請
書

に
そ

の
減

免
を

受
け

よ
う

と
す

る
事

由
を

証
明

す
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(1
)～

(3
) 

 (
略

) 
(1

)～
(3

) 
 (
略

) 
3 

第
1
項

の
規

定
に

よ
り

特
別

土
地

保
有

税
の

減
免

を
受

け
た

者
は

、

そ
の

事
由

が
消

滅
し

た
場

合
に

は
、
直

ち
に

そ
の

旨
を

町
長

に
申

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

3 
第

1
項

の
規

定
に

よ
っ

て
特

別
土

地
保

有
税

の
減

免
を

受
け

た
者

は
、

そ
の

事
由

が
消

滅
し

た
場

合
に

は
、

直
ち

に
そ

の
旨

を
町

長
に

申

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
3
 
-
 

附
 

則
 

 
 

 
(省

 
 

 
 

 
略

) 
(省

 
 

 
 

 
略

) 
 

 
（

令
和

6
年

能
登

半
島

地
震

災
害

に
係

る
雑

損
控

除
額

等
の

特
例

）
 

 
第

5
条

の
2
 

所
得

割
の

納
税

義
務

者
の

選
択

に
よ

り
、

法
附

則
第

4

条
の

4
第

4
項

に
規

定
す

る
特

例
損

失
金

額
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

特
例

損
失

金
額

」
と

い
う

。
）

が
あ

る
場

合
に

は
、

特
例

損
失

金
額

（
同

条
第

4
項

に
規

定
す

る
災

害
関

連
支

出
が

あ
る

場
合

に

は
、

第
3
項

に
規

定
す

る
申

告
書

の
提

出
の

日
の

前
日

ま
で

に
支

出

し
た

も
の

に
限

る
。

以
下

こ
の

項
及

び
次

項
に

お
い

て
「

損
失

対
象

金
額

」
と

い
う

。
）

に
つ

い
て

、
令

和
5
年

に
お

い
て

生
じ

た
法

第

3
1
4
条

の
2
第

1
項

第
1
号

に
規

定
す

る
損

失
の

金
額

と
し

て
、

こ

の
条

例
の

規
定

を
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い

て
、

第
3
4
条

の
2
の

規
定

に
よ

り
控

除
さ

れ
た

金
額

に
係

る
当

該
損

失
対

象
金

額
は

、
そ

の
者

の
令

和
7
年

度
以

後
の

年
度

分
で

当
該

損

失
対

象
金

額
が

生
じ

た
年

の
末

日
の

属
す

る
年

度
の

翌
年

度
分

の
町

民
税

に
係

る
こ

の
条

例
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
当

該
損

失
対

象
金

額
が

生
じ

た
年

に
お

い
て

生
じ

な
か

っ
た

も
の

と
み

な
す

。
 

 
 

２
 

前
項

前
段

の
場

合
に

お
い

て
、

第
3
4
条

の
2
の

規
定

に
よ

り
控

除

さ
れ

た
金

額
に

係
る

損
失

対
象

金
額

の
う

ち
に

同
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
た

者
と

生
計

を
一

に
す

る
令

第
4
8
条

の
6
第

1
項

に
規

定
す

る
親

族
の

有
す

る
法

附
則

第
4
条

の
4
第

4
項

に
規

定
す

る
資

産
に

つ

い
て

受
け

た
損

失
の

金
額
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

親
族

資
産

損
失

額
」

と
い

う
。

）
が

あ
る

と
き

は
、

当
該

親
族

資
産

損
失

額
は

、
当

該

親
族

の
令

和
7

年
度

以
後

の
年

度
分

で
当

該
親

族
資

産
損

失
額

が
生

じ
た

年
の

末
日

の
属

す
る

年
度

の
翌

年
度

分
の

町
民

税
に

係
る

こ
の
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
4
 
-
 

条
例

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、
当

該
親

族
資

産
損

失
額

が
生

じ
た

年
に

お
い

て
生

じ
な

か
っ

た
も

の
と

み
な

す
。

 
３

 
第

1
項

の
規

定
は

、
令

和
6
年

度
分

の
第

3
6
条

の
2
第

1
項

又
は

第
4
項

の
規

定
に

よ
る

申
告

書
（

そ
の

提
出

期
限

後
に

お
い

て
町

民

税
の

納
税

通
知

書
が

送
達

さ
れ

る
時

ま
で

に
提

出
さ

れ
た

も
の

及
び

そ
の

時
ま

で
に

提
出

さ
れ

た
第

3
6
条

の
3
第

1
項

の
確

定
申

告
書

を

含
む

。
）

に
第

1
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

旨
の

記
載

が
あ

る
場

合
（

こ
れ

ら
の

申
告

書
に

そ
の

記
載

が
な

い
こ

と
に

つ
い

て
や

む
を

得
な

い
理

由
が

あ
る

と
町

長
が

認
め

る
場

合
を

含
む

。
）

に
限

り
、

適
用

す
る

。
 

 

（
特

定
一

般
用

医
薬

品
等

購
入

費
を

支
払

っ
た

場
合

の
医

療
費

控
除

の
特

例
）

 
（

特
定

一
般

用
医

薬
品

等
購

入
費

を
支

払
っ

た
場

合
の

医
療

費
控

除

の
特

例
）

 
第

6
条

 
平

成
3
0
年

度
か

ら
令

和
9
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
に

限
り

、
法

附
則

第
4
条

の
5
第

3
項

の
規

定
に

該
当

す
る

場
合

に
お

け
る

第
3
4
条

の
2
の

規
定

に
よ

る
控

除
に

つ
い

て
は

、
そ

の
者

の
選

択
に

よ
り

、
同

条
中

「
同

条
第

1
項

」
と

あ
る

の
は

「
同

条
第

1
項

（
第

2
号

を
除

く
。

）
」

と
、

「
ま

で
」

と
あ

る
の

は

「
ま

で
並

び
に

法
附

則
第

4
条

の
5
第

3
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替

え
て

適
用

さ
れ

る
法

第
3
1
4
条

の
2
第

1
項

（
第

2
号

に
係

る
部

分

に
限

る
。

）
」

と
し

て
、

同
条

の
規

定
を

適
用

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

 

第
6
条

 
平

成
3
0
年

度
か

ら
令

和
9
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
個

人
の

町

民
税

に
限

り
、

法
附

則
第

4
条

の
4
第

3
項

の
規

定
に

該
当

す
る

場
合

に

お
け

る
第

3
4
条

の
2
の

規
定

に
よ

る
控

除
に

つ
い

て
は

、
そ

の
者

の
選

択
に

よ
り

、
同

条
中

「
同

条
第

1
項

」
と

あ
る

の
は

「
同

条
第

1
項

（
 

第
2
号

を
除

く
。

）
」

と
、

「
ま

で
」

と
あ

る
の

は
「

ま
で

並
び

に
法

附
則

第
4
条

の
4
第

3
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用
さ

れ
る

法
第

3
1
4
条

の
2
第

1
項

（
第

2
号

に
係

る
部

分
に

限
る

。
）

」
と

し
て

、
同

 

条
の

規
定

を
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

 
 

(令
和

6
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
の

特
別

税
額

控
除

) 
 

第
7
条

の
5 

令
和

6
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
に

限
り

、
法

附
則

第
5

条
の

8
第

4
項

及
び

第
5
項

に
規

定
す

る
と

こ
ろ

に
よ

り
控

除
す

べ
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
5
 
-
 

き
町

民
税

に
係

る
令

和
6
年

度
分

特
別

税
額

控
除

額
を

、
前

年
の

合

計
所

得
金

額
が

1,
80

5
万

円
以

下
で

あ
る

所
得

割
の

納
税

義
務

者

（
次

条
及

び
附

則
第

7
条

の
7
に

お
い

て
「

特
別

税
額

控
除

対
象

納

税
義

務
者

」
と

い
う

。
）

の
第

34
条

の
3、

第
34

条
の

6
か

ら
第

34
条

の
9
ま

で
、

附
則

第
5
条

第
2
項

、
附

則
第

7
条

第
1
項

、
附

則
第

7
条

の
3
の

2
第

1
項

、
前

条
及

び
附

則
第

9
条

の
2
の

規
定

を
適

用
し

た
場

合
の

所
得

割
の

額
か

ら
控

除
す

る
。

 
2 

前
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

お
け

る
第

34
条

の
7
第

2
項

、
第

47
条

の
5
第

1
項

及
び

前
条

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

第
34

条
の

7
第

2
項

及
び

前
条

中
「

附
則

第
5
条

の
6
第

2
項

」

と
あ

る
の

は
「

附
則

第
5
条

の
6
第

2
項

及
び

第
5
条

の
8
第

6
項

」
と

、
第

47
条

の
5
第

1
項

中
「

課
し

た
」

と
あ

る
の

は
「

附
則

第
7
条

の
5
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
課

す
べ

き
」

と
、

「
の

前
々

年
中

」
と

あ
る

の
は

「
の

同
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
お

け
る

前
々

年
中

」
と

、
「

、

前
々

年
中

」
と

あ
る

の
は

「
、

附
則

第
7
条

の
5
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
お

け
る

前
々

年
中

」
と

す
る

。
 

 

(令
和

6
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
の

納
税

通
知

書
に

関
す

る
特

例
) 

 
第

7
条

の
6 

令
和

6
年

度
分

の
町

民
税

に
限

り
、

個
人

の
町

民
税

の

納
税

通
知

書
に

記
載

す
べ

き
各

納
期

の
納

付
額

に
つ

い
て

は
、

第
41

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 

(1
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

特
別

税
額

控
除

前
の

普
通

徴
収

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

額
（

前
条

第
1
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
算

出
さ

れ
る

普
通

徴
収

に
係

る
個

人

の
町

民
税

の
額

を
い

う
。

）
、

特
別

税
額

控
除

前
の

普
通

徴
収

に

係
る

個
人

の
県

民
税

の
額

（
法

附
則

第
5
条

の
8
第

1
項

及
び

第

2
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
算

出
さ

れ
る

普
通
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ら
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町
税
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例
-
 
6
 
-
 

徴
収

に
係

る
個

人
の

県
民

税
の

額
を

い
う

。
）

及
び

普
通

徴
収

に

係
る

森
林

環
境

税
の

額
の

合
算

額
（

以
下

こ
の

号
に

お
い

て
「

特

別
税

額
控

除
前

の
普

通
徴

収
に

係
る

個
人

の
住

民
税

の
額

」
と

い

う
。

）
か

ら
そ

の
者

の
普

通
徴

収
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
額

、

普
通

徴
収

に
係

る
個

人
の

県
民

税
の

額
及

び
普

通
徴

収
に

係
る

森

林
環

境
税

の
額

の
合

算
額

を
控

除
し

た
額

（
以

下
こ

の
項

に
お

い

て
「

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
」

と

い
う

。
）

が
そ

の
者

の
特

別
税

額
控

除
前

の
普

通
徴

収
に

係
る

個

人
の

住
民

税
の

額
を

７
で

除
し

て
得

た
金

額
（

当
該

金
額

に
1,

00
0

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
、

又
は

当
該

金
額

の
全

額
が

1,
00

0
円

未
満

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金

額
又

は
そ

の
全

額
を

切
り

捨
て

た
金

額
 。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

分
割

金
額

」
と

い

う
。

）
に

６
を

乗
じ

て
得

た
金

額
を

そ
の

者
の

特
別

税
額

控
除

前

の
普

通
徴

収
に

係
る

個
人

の
住

民
税

の
額

か
ら

控
除

し
た

残
額

に

相
当

す
る

金
額

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
第

1
期

分
金

額
」

と

い
う

。
）

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

納
税

通
知

書
に

記
載

す

べ
き

各
納

期
の

納
付

額
は

、
第

40
条

第
1
項

に
規

定
す

る
第

1
期

の
納

期
（

以
下

こ
の

項
、

次
項

及
び

次
条

第
1
項

に
お

い
て

「
第

1
期

納
期

」
と

い
う

。
）

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

1
期

分
金

額

か
ら

そ
の

者
の

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控

除
額

を
控

除
し

た
額

と
し

、
そ

の
他

の
そ

れ
ぞ

れ
の

納
期

に
お

い

て
は

そ
の

者
の

分
割

金
額

と
す

る
。

 
(2

) 
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
普

通
徴

収
の

個
人

の
住

民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額
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と
の

合
計

額
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
当

該
納

税
通

知
書

に
記

載

す
べ

き
各

納
期

の
納

付
額

は
、

第
1
期

納
期

に
お

い
て

は
な

い
も

の
と

し
、

第
40

条
第

1
項

に
規

定
す

る
第

2
期

の
納

期
（

以
下

こ

の
項

及
び

次
条

第
1
項

に
お

い
て

「
第

2
期

納
期

」
と

い
う

。
）

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

と

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る

特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た
額

と
し

、
そ

の
他

の
そ

れ
ぞ

れ
の

納

期
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

分
割

金
額

と
す

る
。

 
(3

) 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
普

通
徴

収
の

個
人

の
住

民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第
1

期
分

金
額

と
そ

の
者

の
分

割
金

額
に

2
を

乗
じ

て
得

た
金

額
と

の

合
計

額
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
当

該
納

税
通

知
書

に
記

載
す

べ

き
各

納
期

の
納

付
額

は
、

第
1
期

納
期

及
び

第
2
期

納
期

に
お

い

て
は

な
い

も
の

と
し

、
第

４
０

条
第

１
項

に
規

定
す

る
第

３
期

の

納
期

（
以

下
こ

の
項

及
び

次
条

第
１

項
に

お
い

て
「

第
３

期
納

期
」

と
い

う
。

）
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に
2
を

乗
じ

て
得

た
金

額
と

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
を

控

除
し

た
額

と
し

、
そ

の
他

の
そ

れ
ぞ

れ
の

納
期

に
お

い
て

は
そ

の

者
の

分
割

金
額

と
す

る
。

 

 

(4
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額

と
そ

の

者
の

分
割

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第

１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金
額

と
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の
合

計
額

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

納
税

通
知

書
に

記
載

す

べ
き

各
納

期
の

納
付

額
は

、
第

１
期

納
期

か
ら

第
３

期
納

期
に

お

い
て

は
な

い
も

の
と

し
、

第
４

０
条

第
１

項
に

規
定

す
る

第
４

期

の
納

期
（

以
下

こ
の

項
及

び
次

条
第

１
項

に
お

い
て

「
第

４
期

納

期
」

と
い

う
。

）
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額

と
そ

の

者
の

分
割

金
額

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金
額

と
の

合
計

額
か

ら
そ

の

者
の

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
を

控

除
し

た
額

と
し

、
そ

の
他

の
そ

れ
ぞ

れ
の

納
期

に
お

い
て

は
そ

の

者
の

分
割

金
額

と
す

る
。

 
(5

) 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
普

通
徴

収
の

個
人

の
住

民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額

と
そ

の

者
の

分
割

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第

１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に
４

を
乗

じ
て

得
た

金
額

と

の
合

計
額

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

納
税

通
知

書
に

記
載

す

べ
き

各
納

期
の

納
付

額
は

、
第

１
期

納
期

か
ら

第
４

期
納

期
に

お

い
て

は
な

い
も

の
と

し
、

第
４

０
条

第
１

項
に

規
定

す
る

第
５

期

の
納

期
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

第
５

期
納

期
」

と
い

う
。

）

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に

４
を

乗
じ

て
得

た
金

額
と

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

普
通

徴
収

の

個
人

の
住

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た
額

と
し

、

そ
の

他
の

そ
れ

ぞ
れ

の
納

期
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

分
割

金
額

と

す
る

。
 

 

(6
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額

と
そ

の

者
の

分
割

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第
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１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に
５

を
乗

じ
て

得
た

金
額

と

の
合

計
額

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

当
該

納
税

通
知

書
に

記
載

す

べ
き

各
納

期
の

納
付

額
は

、
第

１
期

納
期

か
ら

第
５

期
納

期
に

お

い
て

は
な

い
も

の
と

し
、

第
４

０
条

第
１

項
に

規
定

す
る

第
６

期

の
納

期
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

第
６

期
納

期
」

と
い

う
。

）

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に

５
を

乗
じ

て
得

た
金

額
と

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

普
通

徴
収

の

個
人

の
住

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た
額

と
し

、

第
４

０
条

第
１

項
に

規
定

す
る

第
７

期
の

納
期

（
以

下
こ

の
項

に

お
い

て
「

第
７

期
納

期
」

と
い

う
。

）
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

分

割
金

額
と

す
る

。
 

(7
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に
６

を
乗

じ
て

得
た

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ

る
場

合
に

は
、

当
該

納
税

通
知

書
に

記
載

す
べ

き
各

納
期

の
納

付

額
は

、
第

1
期

納
期

か
ら

第
６

期
納

期
に

お
い

て
は

な
い

も
の

と

し
、

第
７

期
納

期
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

普
通

徴
収

に
係

る
個

人

の
町

民
税

の
額

、
普

通
徴

収
に

係
る

個
人

の
県

民
税

の
額

及
び

普

通
徴

収
に

係
る

森
林

環
境

税
の

額
の

合
算

額
と

す
る

。
 

 

2 
令

和
6
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
（

第
1
期

納
期

か
ら

第
47

条
第

1
項

の
規

定
に

よ
り

普
通

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

も
の

を
除

く
。

）
を

同
項

の
規

定
に

よ
り

普
通

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
す

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
前

項
の

規
定

は
、

適
用

し
な

い
。

 

 

(令
和

6
年

度
分

の
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
1
0
 
-
 

に
関

す
る

特
例

) 
第

7
条

の
7 

令
和

6
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
に

限
り

、
第

47
条

の

2
第

1
項

の
規

定
に

よ
り

特
別

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
す

べ
き

公
的

年
金

等
に

係
る

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
（

第
3
項

に
お

い

て
「

年
金

所
得

に
係

る
特

別
徴

収
の

個
人

の
町

民
税

」
と

い
う

。
）

の
額

及
び

同
条

第
2
項

の
規

定
に

よ
り

普
通

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て

徴
収

す
べ

き
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
額

に
つ

い
て

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 

(1
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

特
別

税
額

控
除

前
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

額
（

附
則

第
7
条

の
5
第

1
項

の

規
定

の
適

用
が

な
い

も
の

と
し

た
場

合
に

算
出

さ
れ

る
第

47
条

の

2
第

1
項

に
規

定
す

る
前

年
中

の
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

係

る
所

得
割

額
及

び
均

等
割

額
（

こ
れ

と
併

せ
て

賦
課

徴
収

を
行

う

森
林

環
境

税
額

を
含

む
。

以
下

こ
の

号
及

び
第

5
号

に
お

い
て

同

じ
。

）
の

合
算

額
（

以
下

こ
の

号
及

び
第

5
号

に
お

い
て

「
年

金

所
得

に
係

る
所

得
割

額
及

び
均

等
割

額
の

合
算

額
」

と
い

う
。

）

を
い

う
。

以
下

こ
の

号
及

び
第

3
項

第
1
号

に
お

い
て

同
じ

。
）

か
ら

そ
の

者
の

年
金

所
得

に
係

る
所

得
割

額
及

び
均

等
割

額
の

合

算
額

を
控

除
し

た
額

（
以

下
こ

の
項

及
び

第
3
項

に
お

い
て

「
年

金
所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額

」
と

い

う
。

）
が

そ
の

者
の

特
別

税
額

控
除

前
の

普
通

徴
収

に
係

る
個

人

の
町

民
税

の
額

（
特

別
税

額
控

除
前

の
年

金
所

得
に

係
る

個
人

の

町
民

税
の

額
か

ら
特

別
税

額
控

除
前

の
特

別
徴

収
に

係
る

個
人

の

町
民

税
の

額
（

特
別

税
額

控
除

前
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町

民
税

の
額

の
2
分

の
1
に

相
当

す
る

額
を

い
う

。
以

下
こ

の
号

に

お
い

て
同

じ
。

）
を

控
除

し
た

額
を

い
う

。
以

下
こ

の
号

に
お

い
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
1
1
 
-
 

て
同

じ
。

）
を

４
で

除
し

て
得

た
金

額
（

当
該

金
額

に
1,

00
0
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

、
又

は
当

該
金

額
の

全
額

が
1,

00
0
円

未
満

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金

額
又

は
そ

の
全

額
を

切
り

捨

て
た

金
額

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
普

通
徴

収
分

割
金

額
」

と

い
う

。
）

を
そ

の
者

の
特

別
税

額
控

除
前

の
普

通
徴

収
に

係
る

個

人
の

町
民

税
の

額
か

ら
控

除
し

た
残

額
に

相
当

す
る

金
額

（
以

下

こ
の

項
に

お
い

て
「

第
1
期

分
金

額
」

と
い

う
。

）
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
第

1
期

納
期

か
ら

第
４

期
納

期
に

普
通

徴
収

の
方

法

に
よ

っ
て

徴
収

す
べ

き
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

係
る

個
人

の

町
民

税
の

額
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

普
通

徴
収

対
象

税
額

」

と
い

う
。

）
並

び
に

第
47

条
の

3
に

規
定

す
る

特
別

徴
収

対
象

年

金
給

付
の

支
払

を
す

る
際

、
特

別
徴

収
の

方
法

に
よ

っ
て

徴
収

す

べ
き

公
的

年
金

等
に

係
る

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

額
（

以

下
こ

の
項

及
び

第
3
項

に
お

い
て

「
特

別
徴

収
対

象
税

額
」

と
い

う
。

）
は

、
第

1
期

納
期

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

1
期

分
金

額

か
ら

そ
の

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税

額
控

除
額

を
控

除
し

た
残

額
に

相
当

す
る

税
額

、
第

2
期

納
期

か

ら
第

４
期

納
期

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
普

通
徴

収
分

割
金

額
に

相

当
す

る
税

額
、

当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
10

月
1
日

か
ら

11
月

30
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
特

別
税

額
控

除
前

の
特

別
徴

収
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
額

を
3
で

除
し

て
得

た
金

額
（

当
該

金
額

に
10

0
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

、
又

は
当

該

金
額

の
全

額
が

10
0
円

未
満

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金

額
又

は
そ

の
全

額
を

切
り

捨
て

た
金

額
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

分

特
別

徴
収

割
金

額
」

と
い

う
。

）
に

2
を

乗
じ

て
得

た
金

額
を

そ
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
1
2
 
-
 

の
者

の
特

別
税

額
控

除
前

の
特

別
徴

収
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の

額
か

ら
控

除
し

た
残

額
に

相
当

す
る

金
額

（
以

下
こ

の
項

に
お

い

て
「

10
月

分
金

額
」

と
い

う
。

）
に

相
当

す
る

税
額

、
同

年
12

月
1
日

か
ら

翌
年

の
3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の

特
別

徴
収

分
割

金
額

に
相

当
す

る
税

額
と

す
る

。
 

(2
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

と
の

合
計

額
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
普

通
徴

収

対
象

税
額

及
び

特
別

徴
収

対
象

税
額

は
、

第
1
期

納
期

に
お

け
る

税
額

は
な

い
も

の
と

し
、

第
2
期

納
期

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

と
の

合
計

額
か

ら
そ

の
者

の
年

金
所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除

額
を

控
除

し
た

残
額

に
相

当
す

る
税

額
、

第
３

期
納

期
及

び
第

４

期
納

期
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

、
当

該
年

度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
10

月
1
日

か
ら

11
月

30
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
10

月
分

金
額

に
相

当
す

る
税

額
、

同
年

12
月

1
日

か
ら

翌
年

の
3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の

者
の

特
別

徴
収

分
割

金
額

に
相

当
す

る
税

額
と

す
る

。
 

 

(3
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

に
２

を
乗

じ
て

得
た

金
額

の
合

計
額

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

普

通
徴

収
対

象
税

額
及

び
特

別
徴

収
対

象
税

額
は

、
第

1
期

納
期

及
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
1
3
 
-
 

び
第

2
期

納
期

に
お

け
る

税
額

は
な

い
も

の
と

し
、

第
３

期
納

期

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に

２
を

乗
じ

て
得

た
金

額
と

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

年
金

所
得

に

係
る

個
人

の
町

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た
残

額

に
相

当
す

る
税

額
、

第
４

期
納

期
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

普
通

徴

収
分

割
金

額
、

当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
10

月
1
日

か
ら

11
月

30
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
１

０
月

分
金

額
に

相
当

す
る

税
額

、
同

年
12

月
1
日

か
ら

翌
年

の
3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
特

別
徴

収
分

割
金

額
に

相
当

す
る

税

額
と

す
る

。
 

(4
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額

と

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額

と
そ

の
者

の
普

通
徴

収
分

割
金

額

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金
額

の
合

計
額

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

普

通
徴

収
対

象
税

額
及

び
特

別
徴

収
対

象
税

額
は

、
第

１
期

納
期

か

ら
第

３
期

納
期

に
お

け
る

税
額

は
な

い
も

の
と

し
、

第
４

期
納

期

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

に

３
を

乗
じ

て
得

た
金

額
と

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

年
金

所
得

に

係
る

個
人

の
町

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た
残

額

に
相

当
す

る
税

額
、

当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
１

０
月

１

日
か

ら
１

１
月

３
０

日
ま

で
の

間
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

１
０

月

分
金

額
に

相
当

す
る

税
額

、
同

年
１

２
月

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月

３
１

日
ま

で
の

間
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

特
別

徴
収

分
割

金
額

に

相
当

す
る

税
額

と
す

る
。
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(5
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額

と

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

と
の

合
計

額
以

上
で

あ
り

、
か

つ
、

そ
の

者
の

第
１

期
分

金
額

、
そ

の
者

の
普

通
徴

収
分

割
金

額

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金
額

及
び

そ
の

者
の

１
０

月
分

金
額

の
合

計

額
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
普

通
徴

収
対

象
税

額
及

び
特

別
徴

収

対
象

税
額

は
、

第
１

期
納

期
か

ら
第

４
期

納
期

に
お

け
る

税
額

は

な
い

も
の

と
し

、
当

該
年

度
の

初
日

の
属

す
る

年
の

１
０

月
１

日

か
ら

１
１

月
３

０
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

１
期

分

金
額

、
そ

の
者

の
普

通
徴

収
分

割
金

額
に

３
を

乗
じ

て
得

た
金

額

及
び

そ
の

者
の

１
０

月
分

金
額

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

年
金

所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た

残
額

に
相

当
す

る
税

額
、

同
年

１
２

月
１

日
か

ら
翌

年
の

３
月

３

１
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
特

別
徴

収
分

割
金

額
に

相

当
す

る
税

額
と

す
る

。
 

 

(6
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
、

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金
額

及
び

そ

の
者

の
10

月
分

金
額

の
合

計
額

以
上

で
あ

り
、

か
つ

、
そ

の
者

の

第
1
期

分
金

額
、

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金
額

、
そ

の
者

の
10

月
分

金
額

及
び

そ
の

者
の

特
別

徴
収

分

割
金

額
の

合
計

額
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
普

通
徴

収
対

象
税

額

及
び

特
別

徴
収

対
象

税
額

は
、

第
1
期

納
期

か
ら

第
４

期
納

期
並

び
に

当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
10

月
1
日

か
ら

11
月

30
日

ま
で

の
間

に
お

け
る

税
額

は
な

い
も

の
と

し
、

同
年

12
月

1
日
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か
ら

翌
年

の
1
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

1
期

分
金

額
、

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金

額
、

そ
の

者
の

10
月

分
金

額
及

び
そ

の
者

の
特

別
徴

収
分

割
金

額

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係

る
特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た
残

額
に

相
当

す
る

税
額

、
同

年
2

月
1
日

か
ら

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
特

別
徴

収
分

割
金

額
に

相
当

す
る

税
額

と
す

る
。

 
(7

) 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
年

金
所

得
に

係
る

個
人

の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
1
期

分
金

額
、

そ
の

者
の

普
通

徴
収

分
割

金
額

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金
額

、
そ

の

者
の

10
月

分
金

額
及

び
そ

の
者

の
特

別
徴

収
分

割
金

額
の

合
計

額

以
上

で
あ

る
場

合
に

は
、

普
通

徴
収

対
象

税
額

及
び

特
別

徴
収

対

象
税

額
は

、
第

1
期

納
期

か
ら

第
４

期
納

期
並

び
に

当
該

年
度

の

初
日

の
属

す
る

年
の

10
月

1
日

か
ら

翌
年

の
1
月

31
日

ま
で

の

間
に

お
け

る
税

額
は

な
い

も
の

と
し

、
同

年
2
月

1
日

か
ら

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
年

金
所

得
に

係
る

所
得

割

額
及

び
均

等
割

額
の

合
算

額
に

相
当

す
る

税
額

と
す

る
。

 

          
 

2 
前

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
お

け
る

第
47

条
の

4
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
同

条
第

2
項

中
「

年
金

所
得

に
係

る
特

別
徴

収
税

額
を

当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
10

月
1
日

か
ら

翌
年

の

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

け
る

当
該

特
別

徴
収

対
象

年
金

所
得

者
に

係
る

特
別

徴
収

対
象

年
金

給
付

の
支

払
の

回
数

で
除

し
て

得
た

額
」

と
あ

る
の

は
、

「
附

則
第

7
条

の
7
第

1
項

各
号

に
規

定
す

る
特

別

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
す

べ
き

額
」

と
す

る
。

 

 

3 
令

和
6
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
に

限
り

、
年

金
所

得
に

係
る

特
別

徴
収

の
個

人
の

町
民

税
の

額
（

第
1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
も

の
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を
除

く
。

）
に

つ
い

て
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

(1
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

特
別

税
額

控
除

前

の
特

別
徴

収
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
額

（
特

別
税

額
控

除
前

の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

額
か

ら
第

47
条

の
5
第

1
項

に
規

定
す

る
年

金
所

得
に

係
る

仮
特

別
徴

収
税

額
を

控
除

し
た

額

を
い

う
。

以
下

こ
の

号
に

お
い

て
同

じ
。

）
を

3
で

除
し

て
得

た

金
額

（
当

該
金

額
に

10
0
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

、
又

は
当

該
金

額
の

全
額

が
10

0
円

未
満

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金

額

又
は

そ
の

全
額

を
切

り
捨

て
た

金
額

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
分

割
金

額
」

と
い

う
。

）
に

2
を

乗
じ

て
得

た
金

額
を

そ
の

者

の
特

別
税

額
控

除
前

の
特

別
徴

収
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
額

か

ら
控

除
し

た
残

額
に

相
当

す
る

金
額

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
10

月
分

金
額

」
と

い
う

。
）

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

特
別

徴

収
対

象
税

額
は

、
当

該
年

度
の

初
日

の
属

す
る

年
の

10
月

1
日

か

ら
11

月
30

日
ま

で
の

間
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

10
月

分
金

額
か

ら
そ

の
者

の
年

金
所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

に
係

る
特

別
税

額

控
除

額
を

控
除

し
た

残
額

に
相

当
す

る
税

額
、

同
年

12
月

1
日

か

ら
翌

年
の

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
分

割
金

額

に
相

当
す

る
税

額
と

す
る

。
 

 

(2
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

10
月

分
金

額
以

上

で
あ

り
、

か
つ

、
そ

の
者

の
10

月
分

金
額

と
そ

の
者

の
分

割
金

額

と
の

合
計

額
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
特

別
徴

収
対

象
税

額
は

、

当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
10

月
1
日

か
ら

11
月

30
日
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ま
で

の
間

に
お

け
る

税
額

は
な

い
も

の
と

し
、

同
年

12
月

1
日

か

ら
翌

年
の

1
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
10

月
分

金
額

と
そ

の
者

の
分

割
金

額
と

の
合

計
額

か
ら

そ
の

者
の

年
金

所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額

を
控

除
し

た

残
額

に
相

当
す

る
税

額
、

同
年

2
月

1
日

か
ら

3
月

31
日

ま
で

の

間
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

分
割

金
額

に
相

当
す

る
税

額
と

す
る

。
 

(3
) 

特
別

税
額

控
除

対
象

納
税

義
務

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

10
月

分
金

額
と

そ

の
者

の
分

割
金

額
と

の
合

計
額

以
上

で
あ

る
場

合
に

は
、

特
別

徴

収
対

象
税

額
は

、
当

該
年

度
の

初
日

の
属

す
る

年
の

10
月

1
日

か

ら
翌

年
の

1
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

け
る

税
額

は
な

い
も

の
と

し
、

同
年

2
月

1
日

か
ら

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

は
そ

の

者
の

第
47

条
の

5
第

2
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

ら
れ

た
第

47
条

の
2
第

1
項

に
規

定
す

る
年

金
所

得
に

係
る

特
別

徴
収

税
額

に
相

当
す

る
税

額
と

す
る

。
 

 

4 
前

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
お

け
る

第
47

条
の

4
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
同

条
第

2
項

中
「

年
金

所
得

に
係

る
特

別
徴

収
税

額
を

当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
10

月
1
日

か
ら

翌
年

の

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

け
る

当
該

特
別

徴
収

対
象

年
金

所
得

者
に

係
る

特
別

徴
収

対
象

年
金

給
付

の
支

払
の

回
数

で
除

し
て

得
た

額
」

と
あ

る
の

は
、

「
附

則
第

7
条

の
7
第

3
項

各
号

に
規

定
す

る
特

別

徴
収

の
方

法
に

よ
っ

て
徴

収
す

べ
き

額
」

と
す

る
。

 

 

5 
令

和
6
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
に

つ
き

第
47

条
の

6
第

1
項

の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

前
各

項
の

規
定

は
、

適
用

し
な

い
。
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(令
和

7
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
の

特
別

税
額

控
除

) 
 

第
7
条

の
8 

令
和

7
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
に

限
り

、
法

附
則

第
5

条
の

12
第

3
項

及
び

第
4
項

に
規

定
す

る
と

こ
ろ

に
よ

り
控

除
す

べ

き
町

民
税

に
係

る
令

和
7
年

度
分

特
別

税
額

控
除

額
を

、
同

条
第

3
項

に
規

定
す

る
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
第

34
条

の
3、

第
34

条
の

6
か

ら
第

34
条

の
9
ま

で
、

附
則

第
5
条

第
2
項

、
附

則
第

7
条

第
1
項

、
附

則
第

7
条

の
3
の

2
第

1
項

、
附

則
第

7
条

の
4
及

び
附

則
第

9
条

の
2
の

規
定

を
適

用
し

た
場

合
の

所
得

割
の

額
か

ら
控

除
す

る
。

 

 

(肉
用

牛
の

売
却

に
よ

る
事

業
所

得
に

係
る

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

(肉
用

牛
の

売
却

に
よ

る
事

業
所

得
に

係
る

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

第
8
条

 
 (
略

) 
第

8
条

 
 (
略

) 
2 

前
項

に
規

定
す

る
各

年
度

分
の

個
人

の
町

民
税

に
限

り
、

法
附

則
第

6
条

第
5
項

に
規

定
す

る
場

合
に

お
い

て
、

第
36

条
の

2
第

1
項

の

規
定

に
よ

る
申

告
書

に
肉

用
牛

の
売

却
に

係
る

租
税

特
別

措
置

法
第

25
条

第
2
項

第
2
号

に
規

定
す

る
事

業
所

得
の

明
細

に
関

す
る

事
項

の
記

載
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

者
の

前
年

の
総

所
得

金
額

に
係

る
町

民
税

の
所

得
割

の
額

は
、

第
33

条
か

ら
第

34
条

の
3
ま

で
、

第
34

条
の

6
か

ら
第

34
条

の
8
ま

で
、

附
則

第
7
条

第
1
項

、
附

則
第

7
条

の
3
第

1
項

、
附

則
第

7
条

の
3
の

2
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
4
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
法

附
則

第
6
条

第
5
項

各
号

に
掲

げ

る
金

額
の

合
計

額
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

2 
前

項
に

規
定

す
る

各
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
に

限
り

、
法

附
則

第

6
条

第
5
項

に
規

定
す

る
場

合
に

お
い

て
、

第
36

条
の

2
第

1
項

の

規
定

に
よ

る
申

告
書

に
肉

用
牛

の
売

却
に

係
る

租
税

特
別

措
置

法
第

25
条

第
2
項

第
2
号

に
規

定
す

る
事

業
所

得
の

明
細

に
関

す
る

事
項

の
記

載
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

者
の

前
年

の
総

所
得

金
額

に
係

る
町

民
税

の
所

得
割

の
額

は
、

第
33

条
か

ら
第

34
条

の
3
ま

で
、

第
34

条
の

6
か

ら
第

34
条

の
8
ま

で
、

附
則

第
7
条

第
1
項

、
附

則
第

7
条

の
3
第

1
項

、
附

則
第

7
条

の
3
の

2
第

1
項

及
び

前
条

の
規

定

に
か

か
わ

ら
ず

、
法

附
則

第
6
条

第
5
項

各
号

に
掲

げ
る

金
額

の
合

計
額

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
3 

前
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

お
け

る
第

34
条

の
9
第

1
項

、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

前
条

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

第
34

条
の

9
第

1
項

中
「

前
3
条

」
と

あ
る

の
は

「
前

3
条

並
び

に
附

則
第

8
条

第
2
項

」
と

、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

中

「
前

条
及

び
」

と
あ

る
の

は
「

前
条

、
附

則
第

8
条

第
2
項

及
び

」

と
、

前
条

中
「

附
則

第
7
条

の
4
及

び
」

と
あ

る
の

は
「

附
則

第
7

3 
前

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
お

け
る

第
34

条
の

9
第

1
項

 

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

同
項

中
「

前
3
条

」
と

あ
る

の
は

「
前

3
条

並
び

に
附

則
第

8
条

第
2
項

」
と

す
る

。
 

24



か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
1
9
 
-
 

条
の

4、
次

条
第

2
項

及
び

」
と

す
る

。
 

 
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

 
 

(法
附

則
第

15
条

第
2
項

第
1
号

等
の

条
例

で
定

め
る

割
合

) 
(法

附
則

第
15

条
第

2
項

第
1
号

等
の

条
例

で
定

め
る

割
合

) 
第

10
条

の
2 

 (
略

) 
第

10
条

の
2 

 (
略

) 
2～

13
 

 (
略

) 
2～

13
 

 (
略

) 
14

 
法

附
則

第
15

条
第

25
項

第
2
号

に
規

定
す

る
設

備
に

つ
い

て
同

号
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
7
分

の
6
と

す
る

。
  

15
 

法
附

則
第

15
条

第
25

項
第

3
号

イ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

4
分

の
3

と
す

る
。

 

14
 

法
附

則
第

15
条

第
25

項
第

2
号

イ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

4
分

の
3

と
す

る
。

 
16

 
法

附
則

第
15

条
第

25
項

第
3
号

ロ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

4
分

の
3

と
す

る
。

 

15
 

法
附

則
第

15
条

第
25

項
第

2
号

ロ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

4
分

の
3

と
す

る
。

 
17

 
法

附
則

第
15

条
第

25
項

第
3
号

ハ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

4
分

の
3

と
す

る
。

 

16
 

法
附

則
第

15
条

第
25

項
第

2
号

ハ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

4
分

の
3

と
す

る
。

 
18

 
法

附
則

第
15

条
第

25
項

第
4
号

イ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

2
分

の
1

と
す

る
。

 

17
 

法
附

則
第

15
条

第
25

項
第

3
号

イ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

2
分

の
1

と
す

る
。

 
19

 
法

附
則

第
15

条
第

25
項

第
4
号

ロ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

2
分

の
1
と

す

る
。

 

18
 

法
附

則
第

15
条

第
25

項
第

3
号

ロ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

2
分

の
1
と

す

る
。

 
20

 
法

附
則

第
15

条
第

25
項

第
4
号

ハ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

2
分

の
1
と

す

る
。

 

19
 

法
附

則
第

15
条

第
25

項
第

3
号

ハ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

2
分

の
1
と

す

る
。

 
21

 
 (
略

) 
20

 
 (
略

) 

25



か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
2
0
 
-
 

 
21

 
法

附
則

第
15

条
第

32
項

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る

割
合

は
2
分

の
1
と

す
る

。
 

22
 

法
附

則
第

15
条

第
32

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
2
分

の
1
と

す
る

。
 

22
 

法
附

則
第

15
条

第
33

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3
分

の
2
と

す
る

。
 

23
 

法
附

則
第

15
条

第
37

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3
分

の
2
と

す
る

。
 

23
 

法
附

則
第

15
条

第
38

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3
分

の
2
と

す
る

。
 

24
 

法
附

則
第

15
条

第
38

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
2
分

の
1
と

す
る

。
 

 

25
 

法
附

則
第

15
条

第
41

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3
分

の
1
と

す
る

。
 

24
 

法
附

則
第

15
条

第
42

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3
分

の
1
と

す
る

。
 

26
 

法
附

則
第

15
条

第
42

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
4
分

の
3
と

す
る

。
 

25
 

法
附

則
第

15
条

第
43

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
4
分

の
3
と

す
る

。
 

27
及

び
28

 
（

略
）

 
26

及
び

27
 

（
略

）
 

(新
築

住
宅

等
に

対
す

る
固

定
資

産
税

の
減

額
の

規
定

の
適

用
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

が
す

べ
き

申
告

) 
(新

築
住

宅
等

に
対

す
る

固
定

資
産

税
の

減
額

の
規

定
の

適
用

を
受

け

よ
う

と
す

る
者

が
す

べ
き

申
告

) 
第

10
条

の
3 

 (
略

) 
第

10
条

の
3 

 (
略

) 
2 

 (
略

) 
2 

 (
略

) 
3 

町
長

は
、

法
附

則
第

15
条

の
7
第

1
項

又
は

第
2
項

の
認

定
長

期

優
良

住
宅

の
う

ち
区

分
所

有
に

係
る

住
宅

に
つ

い
て

は
、

前
項

の
申

告
書

の
提

出
が

な
か

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
、

長
期

優
良

住
宅

の
普

及
の

促
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
20

年
法

律
第

87
号

）
第

5
条

第

4
項

に
規

定
す

る
管

理
者

等
か

ら
、

法
附

則
第

15
条

の
7
第

3
項

に

規
定

す
る

期
間

内
に

施
行

規
則

附
則

第
7
条

第
4
項

に
規

定
す

る
書

類
の

提
出

が
さ

れ
、

か
つ

、
当

該
区

分
所

有
に

係
る

住
宅

が
法

附
則

第
15

条
の

7
第

1
項

又
は

第
2
項

に
規

定
す

る
要

件
に

該
当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

同
条

第
1

項
又

は
第

2
項

の
規

定
を

適
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
2
1
 
-
 

4～
8 

 (
略

) 
3～

7 
 (
略

) 
9 

法
附

則
第

15
条

の
9
第

4
項

の
高

齢
者

等
居

住
改

修
住

宅
又

は
同

条
第

5
項

の
高

齢
者

等
居

住
改

修
専

有
部

分
に

つ
い

て
、
こ

れ
ら

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
同

条
第

4
項

に
規

定
す

る
居

住

安
全

改
修

工
事

が
完

了
し

た
日

か
ら

3
月

以
内

に
、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

告
書

に
施

行
規

則
附

則
第

7
条

第
9

項
各

号
に

掲
げ

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

8 
法

附
則

第
15

条
の

9
第

4
項

の
高

齢
者

等
居

住
改

修
住

宅
又

は
同

条
第

5
項

の
高

齢
者

等
居

住
改

修
専

有
部

分
に

つ
い

て
、
こ

れ
ら

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
同

条
第

4
項

に
規

定
す

る
居

住

安
全

改
修

工
事

が
完

了
し

た
日

か
ら

3
月

以
内

に
、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

告
書

に
施

行
規

則
附

則
第

7
条

第
8

項
各

号
に

掲
げ

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(1
)～

(7
) 

 (
略

) 
(1

)～
(7

) 
 (
略

) 
10

 
法

附
則

第
15

条
の

9
第

9
項

の
熱

損
失

防
止

改
修

等
住

宅
又

は

同
条

第
10

項
の

熱
損

失
防

止
改

修
等

専
有

部
分

に
つ

い
て

、
こ

れ
ら

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
同

条
第

9
項

に
規

定
す

る
熱

損
失

防
止

改
修

工
事

等
が

完
了

し
た

日
か

ら
3
月

以
内

に
、

次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

告
書

に
施

行
規

則
附

則
第

7
条

第
10

項
各

号
に

掲
げ

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

9 
法

附
則

第
15

条
の

9
第

9
項

の
熱

損
失

防
止

改
修

等
住

宅
又

は
同

条
第

10
項

の
熱

損
失

防
止

改
修

等
専

有
部

分
に

つ
い

て
、

こ
れ

ら
の

規
定

の
適

用
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

は
、

同
条

第
9
項

に
規

定
す

る

熱
損

失
防

止
改

修
工

事
等

が
完

了
し

た
日

か
ら

3
月

以
内

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
7
条

第
9
項

各
号

に
掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
(1

)～
(6

) 
 (
略

) 
(1

)～
(6

) 
 (
略

) 
11

 
法

附
則

第
15

条
の

9
の

2
第

1
項

に
規

定
す

る
特

定
耐

震
基

準

適
合

住
宅

に
つ

い
て

、
同

項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

は
、

当
該

特
定

耐
震

基
準

適
合

住
宅

に
係

る
耐

震
改

修
が

完
了

し
た

日
か

ら
3
月

以
内

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施

行
規

則
附

則
第

7
条

第
11

項
各

号
に

掲
げ

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

10
 

法
附

則
第

15
条

の
9
の

2
第

1
項

に
規

定
す

る
特

定
耐

震
基

準

適
合

住
宅

に
つ

い
て

、
同

項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

は
、

当
該

特
定

耐
震

基
準

適
合

住
宅

に
係

る
耐

震
改

修
が

完
了

し
た

日
か

ら
3
月

以
内

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施

行
規

則
附

則
第

7
条

第
10

項
各

号
に

規
定

す
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
(1

)～
(6

) 
 (
略

) 
(1

)～
(6

) 
 (
略

) 
12

 
法

附
則

第
15

条
の

9
の

2
第

4
項

に
規

定
す

る
特

定
熱

損
失

防

止
改

修
等

住
宅

又
は

同
条

第
5
項

に
規

定
す

る
特

定
熱

損
失

防
止

改

修
等

住
宅

専
有

部
分

に
つ

い
て

、
こ

れ
ら

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
法

附
則

第
15

条
の

9
第

9
項

に
規

定
す

る
熱

損
失

11
 

法
附

則
第

15
条

の
9
の

2
第

4
項

に
規

定
す

る
特

定
熱

損
失

防
止

改
修

等
住

宅
又

は
同

条
第

5
項

に
規

定
す

る
特

定
熱

損
失

防
止

改
修

等
住

宅
専

有
部

分
に

つ
い

て
、

こ
れ

ら
の

規
定

の
適

用
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

は
、

法
附

則
第

15
条

の
9
第

9
項

に
規

定
す

る
熱

損
失

防

27



か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
2
2
 
-
 

防
止

改
修

工
事

等
が

完
了

し
た

日
か

ら
3
月

以
内

に
、

次
に

掲
げ

る

事
項

を
記

載
し

た
申

告
書

に
施

行
規

則
附

則
第

7
条

第
12

項
各

号
に

掲
げ

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

止
改

修
工

事
等

が
完

了
し

た
日

か
ら

3
月

以
内

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
7
条

第
11

項
各

号
に

掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
(1

)～
(6

) 
 (
略

) 
(1

)～
(6

) 
 (
略

) 
13

 
法

附
則

第
15

条
の

9
の

3
第

1
項

に
規

定
す

る
特

定
マ

ン
シ

ョ

ン
に

係
る

区
分

所
有

に
係

る
家

屋
に

つ
い

て
、

同
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
当

該
特

定
マ

ン
シ

ョ
ン

に
係

る
同

項
に

規
定

す
る

工
事

が
完

了
し

た
日

か
ら

3
月

以
内

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
7
条

第
17

項
各

号
に

掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

12
 

法
附

則
第

15
条

の
9
の

3
第

1
項

に
規

定
す

る
特

定
マ

ン
シ

ョ

ン
に

係
る

区
分

所
有

に
係

る
家

屋
に

つ
い

て
、

同
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
当

該
特

定
マ

ン
シ

ョ
ン

に
係

る
同

項
に

規
定

す
る

工
事

が
完

了
し

た
日

か
ら

3
月

以
内

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
7
条

第
16

項
各

号
に

掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
(1

)～
(5

) 
 (
略

) 
(1

)～
(5

) 
 (
略

) 
14

 
法

附
則

第
15

条
の

10
第

1
項

の
耐

震
基

準
適

合
家

屋
に

つ
い

て
、

同
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
当

該
耐

震
基

準
適

合

家
屋

に
係

る
耐

震
改

修
が

完
了

し
た

日
か

ら
3
月

以
内

に
、
次

に
掲

げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
7
条

第
18

項
に

規

定
す

る
補

助
に

係
る

補
助

金
確

定
通

知
書

の
写

し
、
建

築
物

の
耐

震
改

修
の

促
進

に
関

す
る

法
律

(平
成

7
年

法
律

第
12

3
号

)第
7
条

又
は

附

則
第

3
条

第
1

項
の

規
定

に
よ

る
報

告
の

写
し

及
び

当
該

耐
震

改
修

後
の

家
屋

が
令

附
則

第
12

条
第

19
項

に
規

定
す

る
基

準
を

満
た

す

こ
と

を
証

す
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

13
 

法
附

則
第

15
条

の
10

第
1
項

の
耐

震
基

準
適

合
家

屋
に

つ
い

て
、

同
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
当

該
耐

震
基

準
適

合

家
屋

に
係

る
耐

震
改

修
が

完
了

し
た

日
か

ら
3
月

以
内

に
、
次

に
掲

げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
7
条

第
17

項
に

規

定
す

る
補

助
に

係
る

補
助

金
確

定
通

知
書

の
写

し
、
建

築
物

の
耐

震
改

修
の

促
進

に
関

す
る

法
律

(平
成

7
年

法
律

第
12

3
号

)第
7
条

又
は

附

則
第

3
条

第
1

項
の

規
定

に
よ

る
報

告
の

写
し

及
び

当
該

耐
震

改
修

後
の

家
屋

が
令

附
則

第
12

条
第

19
項

に
規

定
す

る
基

準
を

満
た

す

こ
と

を
証

す
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
施

行
規

則
附

則
第

7
条

第
18

項
に

規
定

す
る

補
助

の
算

定
の

基

礎
と

な
っ

た
当

該
耐

震
基

準
適

合
家

屋
に

係
る

耐
震

改
修

に
要

し

た
費

用
 

(5
) 

施
行

規
則

附
則

第
7
条

第
17

項
に

規
定

す
る

補
助

の
算

定
の

基

礎
と

な
っ

た
当

該
耐

震
基

準
適

合
家

屋
に

係
る

耐
震

改
修

に
要

し

た
費

用
 

(6
) 
 

(略
) 

(6
) 
 

(略
) 

15
 

 (
略

) 
14

 
 (
略

) 
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
2
3
 
-
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

 
 

(土
地

に
対

し
て

課
す

る
令

和
6
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
特

例
に

関
す

る
用

語
の

意
義

) 
(土

地
に

対
し

て
課

す
る

令
和

3
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
特

例
に

関
す

る
用

語
の

意
義

) 
第

11
条

 
（

略
）

 
第

11
条

 
（

略
）

 
(令

和
7
年

度
又

は
令

和
8
年

度
に

お
け

る
土

地
の

価
格

の
特

例
) 

(令
和

4
年

度
又

は
令

和
5
年

度
に

お
け

る
土

地
の

価
格

の
特

例
) 

第
11

条
の

2 
町

の
区

域
内

の
自

然
的

及
び

社
会

的
条

件
か

ら
み

て
類

似
の

利
用

価
値

を
有

す
る

と
認

め
ら

れ
る

地
域

に
お

い
て

地
価

が
下

落
し

、
か

つ
、

町
長

が
土

地
の

修
正

前
の

価
格

(法
附

則
第

17
条

の

2
第

1
項

に
規

定
す

る
修

正
前

の
価

格
を

い
う

。
)を

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
す

る
こ

と
が

固
定

資
産

税
の

課
税

上
著

し
く

均
衡

を
失

す
る

と
認

め
る

場
合

に
お

け
る

当
該

土
地

に
対

し
て

課
す

る
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
は

、
第

61
条

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

令
和

7
年

度
分

又
は

令
和

8
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
限

り
、

当
該

土
地

の
修

正
価

格
(法

附
則

第
17

条
の

2
第

1
項

に
規

定
す

る

修
正

価
格

を
い

う
。

)で
土

地
課

税
台

帳
等

に
登

録
さ

れ
た

も
の

と
す

る
。

 

第
11

条
の

2 
町

の
区

域
内

の
自

然
的

及
び

社
会

的
条

件
か

ら
み

て
類

似
の

利
用

価
値

を
有

す
る

と
認

め
ら

れ
る

地
域

に
お

い
て

地
価

が
下

落
し

、
か

つ
、

町
長

が
土

地
の

修
正

前
の

価
格

(法
附

則
第

17
条

の
2

第
1
項

に
規

定
す

る
修

正
前

の
価

格
を

い
う

。
)を

当
該

年
度

分
の

固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

す
る

こ
と

が
固

定
資

産
税

の
課

税
上

著
し

く
均

衡
を

失
す

る
と

認
め

る
場

合
に

お
け

る
当

該
土

地
に

対
し

て
課

す
る

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

は
、

第
61

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら

ず
、

令
和

4
年

度
分

又
は

令
和

5
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
限

り
、

当
該

土
地

の
修

正
価

格
(法

附
則

第
17

条
の

2
第

1
項

に
規

定
す

る

修
正

価
格

を
い

う
。

)で
土

地
課

税
台

帳
等

に
登

録
さ

れ
た

も
の

と
す

る
。

 
2 

法
附

則
第

17
条

の
2
第

2
項

に
規

定
す

る
令

和
7
年

度
適

用
土

地

又
は

令
和

7
年

度
類

似
適

用
土

地
で

あ
っ

て
、

令
和

8
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

前
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
な

い
こ

と
と

な
る

も
の

に
対

し
て

課
す

る
同

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

は
、

第
61

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
修

正
さ

れ
た

価
格

(法
附

則
第

17
条

の
2
第

2
項

に
規

定
す

る
修

正
さ

れ
た

価
格

を
い

う
。

)で
土

地
課

税
台

帳
等

に
登

録
さ

れ
た

も
の

と
す

る
。

 

2 
法

附
則

第
17

条
の

2
第

2
項

に
規

定
す

る
令

和
4
年

度
適

用
土

地

又
は

令
和

4
年

度
類

似
適

用
土

地
で

あ
っ

て
、

令
和

5
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

前
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
な

い
こ

と
と

な
る

も
の

に
対

し
て

課
す

る
同

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

は
、

第
61

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
修

正
さ

れ
た

価
格

(法
附

則
第

17
条

の
2
第

2
項

に
規

定
す

る
修

正
さ

れ
た

価
格

を
い

う
。

)で
土

地
課

税
台

帳
等

に
登

録
さ

れ
た

も
の

と
す

る
。

 
(宅

地
等

に
対

し
て

課
す

る
令

和
6
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
ま

で
の

各
(宅

地
等

に
対

し
て

課
す

る
令

和
3
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
の

各
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
2
4
 
-
 

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

特
例

) 
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
特

例
) 

第
12

条
 

宅
地

等
に

係
る

令
和

6
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
額

は
、

当
該

宅
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
額

が
、

当
該

宅
地

等
の

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

係
る

前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額

に
、

当
該

宅
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
(当

該
宅

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9
条

の

3
の

2
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
宅

地
等

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
価

格
に

同
条

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
)に

10
0
分

の
5
を

乗
じ

て
得

た
額

を
加

算
し

た
額

(当
該

宅

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る

宅
地

等
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

額
に

こ
れ

ら
の

規
定

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

)を
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

(以
下

「
宅

地
等

調
整

固
定

資
産

税
額

」
と

い
う

。
)を

超
え

る
場

合
に

は
、

当
該

宅
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
と

す
る

。
 

第
12

条
 

宅
地

等
に

係
る

令
和

3
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
額

は
、

当
該

宅
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
額

が
、

当
該

宅
地

等
の

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

係
る

前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額

に
、

当
該

宅
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
(当

該
宅

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9
条

の

3
の

2
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
宅

地
等

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
価

格
に

同
条

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
)に

10
0
分

の
5(

商
業

地
等

に
係

る
令

和
4
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
あ

っ
て

は
、

10
0
分

の
2.

5)
を

乗
じ

て
得

た
額

を
加

算
し

た

額
(令

和
3
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
あ

っ
て

は
、

前
年

度
分

の
固

定

資
産

税
の

課
税

標
準

額
)(
当

該
宅

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
宅

地
等

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
額

に

こ
れ

ら
の

規
定

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

)を
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

(以
下

「
宅

地
等

調
整

固
定

資
産

税

額
」

と
い

う
。

)を
超

え
る

場
合

に
は

、
当

該
宅

地
等

調
整

固
定

資
産

税
額

と
す

る
。

 
2 

前
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

商
業

地
等

に
係

る
令

和
6
年

度
か

ら

令
和

8
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
宅

地
等

調
整

固
定

資
産

税
額

は
、

当
該

宅
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
が

、
当

該
商

業
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
に

10
分

の
6

を
乗

じ
て

得
た

額
(当

該
商

業
地

等
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

2 
前

項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
商

業
地

等
に

係
る

令
和

4
年

度
分

及

び
令

和
5
年

度
分

の
宅

地
等

調
整

固
定

資
産

税
額

は
、

当
該

宅
地

等

調
整

固
定

資
産

税
額

が
、

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

に
10

分
の

6
を

乗
じ

て
得

た
額

(当
該

商
業

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

30



か
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例
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5
 
-
 

つ
い

て
法

第
34

9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
商

業
地

等
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

額
に

こ
れ

ら
の

規
定

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

)を
当

該
商

業
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固

定
資

産
税

額
を

超
え

る
場

合
に

は
、

同
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

固
定

資
産

税
額

と
す

る
。

 

34
9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の

適
用

を
受

け
る

商
業

地
等

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
)を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

を
超

え
る

場
合

に
は

、
同

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
固

定
資

産
税

額
と

す
る

。
 

3 
第

1
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

宅
地

等
に

係
る

令
和

6
年

度
か

ら

令
和

8
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
宅

地
等

調
整

固
定

資
産

税
額

は
、

当
該

宅
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
が

、
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

に
10

分
の

2
を

乗
じ

て
得

た
額

(当
該

宅
地

等
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
34

9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
宅

地
等

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
)を

当
該

宅
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固

定
資

産
税

額
に

満
た

な
い

場
合

に
は

、
同

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
固

定
資

産
税

額
と

す
る

。
 

3 
第

1
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

宅
地

等
に

係
る

令
和

4
年

度
分

及

び
令

和
5
年

度
分

の
宅

地
等

調
整

固
定

資
産

税
額

は
、

当
該

宅
地

等

調
整

固
定

資
産

税
額

が
、

当
該

宅
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
に

10
分

の
2
を

乗
じ

て
得

た

額
(当

該
宅

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9

条
の

3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用

を
受

け
る

宅
地

等
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

額
に

こ
れ

ら
の

規
定

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

)を
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

同
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

固
定

資
産

税
額

と
す

る
。

 
4 

商
業

地
等

の
う

ち
当

該
商

業
地

等
の

当
該

年
度

の
負

担
水

準
が

0.
6

以
上

0.
7
以

下
の

も
の

に
係

る
令

和
6
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
ま

で

の
各

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

額
は

、
第

1
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

商
業

地
等

の
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
係

る
前

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

額
(当

該
商

業
地

等
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
34

9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
商

業
地

等
で

あ
る

と
き

は
、

前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に

4 
商

業
地

等
の

う
ち

当
該

商
業

地
等

の
当

該
年

度
の

負
担

水
準

が
0.

6
以

上
0.

7
以

下
の

も
の

に
係

る
令

和
3
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で

の
各

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

額
は

、
第

1
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

商
業

地
等

の
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
係

る
前

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

額
(当

該
商

業
地

等
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
34

9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第

15
条

の
3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
商

業
地

等
で

あ
る

と
き

は
、

前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
2
6
 
-
 

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
)を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

(以
下

「
商

業
地

等
据

置
固

定
資

産
税

額
」

と
い

う
。

)
と

す
る

。
 

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
)を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

(以
下

「
商

業
地

等
据

置
固

定
資

産
税

額
」

と
い

う
。

)
と

す
る

。
 

5 
商

業
地

等
の

う
ち

当
該

商
業

地
等

の
当

該
年

度
の

負
担

水
準

が
0.

7
を

超
え

る
も

の
に

係
る

令
和

6
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
額

は
、

第
1
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当

該
商

業
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
に

10
分

の
7
を

乗
じ

て
得

た
額

(当
該

商
業

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
商

業
地

等

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
)を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

(以
下

「
商

業
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
」

と
い

う
。

)と
す

る
。

 

5 
商

業
地

等
の

う
ち

当
該

商
業

地
等

の
当

該
年

度
の

負
担

水
準

が
0.

7
を

超
え

る
も

の
に

係
る

令
和

3
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
額

は
、

第
1
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当

該
商

業
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
に

10
分

の
7
を

乗
じ

て
得

た
額

(当
該

商
業

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
商

業
地

等

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
)を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額

(以
下

「
商

業
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
」

と
い

う
。

)と
す

る
。

 
(農

地
に

対
し

て
課

す
る

令
和

6
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
特

例
) 

(農
地

に
対

し
て

課
す

る
令

和
3
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
特

例
) 

第
13

条
 

農
地

に
係

る
令

和
6
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
ま

で
の

各
年

度

分
の

固
定

資
産

税
の

額
は

、
当

該
農

地
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
額

が
当

該
農

地
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

係
る

前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額

(当
該

農
地

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か

ら
第

15
条

の
3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
農

地
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

課
税

標
準

額
に

こ
れ

ら
の

規
定

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

)に
、

当
該

農
地

の
当

該
年

度
の

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

負
担

第
13

条
 

農
地

に
係

る
令

和
3
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
の

各
年

度

分
の

固
定

資
産

税
の

額
は

、
当

該
農

地
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
額

が
当

該
農

地
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

係
る

前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額

(当
該

農
地

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

34
9
条

の
3
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
農

地
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

課
税

標
準

額
に

こ
れ

ら
の

規
定

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た

額
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
同

じ
。

)に
、

当
該

農
地

の
当

該
年

度
の
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水
準

の
区

分
に

応
じ

、
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

負
担

調
整

率
を

乗
じ

て
得

た
額

を
当

該
農

地
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

置
け

る
固

定
資

産
税

額
(以

下

「
農

地
調

整
固

定
資

産
税

額
」

と
い

う
。

)を
超

え
る

場
合

に
は

、
当

該
農

地
調

整
固

定
資

産
税

額
と

す
る

。
 

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

負
担

水
準

の
区

分
に

応
じ

、
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

負
担

調
整

率
を

乗
じ

て
得

た
額

(令
和

3
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
あ

っ
て

は
、

前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額

)を
当

該
農

地
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

置
け

る
固

定
資

産
税

額
(以

下
「

農
地

調
整

固
定

資
産

税
額

」
と

い
う

。
)を

超
え

る
場

合
に

は
、

当
該

農
地

調
整

固
定

資
産

税
額

と
す

る
。

 
（

略
）

 
 

（
略

）
 

 

 
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

 
 

(特
別

土
地

保
有

税
の

課
税

の
特

例
) 

(特
別

土
地

保
有

税
の

課
税

の
特

例
) 

第
15

条
 

附
則

第
12

条
第

1
項

か
ら

第
5
項

ま
で

の
規

定
の

適
用

が

あ
る

宅
地

等
(附

則
第

11
条

第
2
号

に
掲

げ
る

宅
地

等
を

い
う

も
の

と
し

、
法

第
34

9
条

の
3、

第
34

9
条

の
3
の

2
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

宅
地

等
を

除

く
。

)に
対

し
て

課
す

る
令

和
6
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
特

別
土

地
保

有
税

に
つ

い
て

は
、

第
13

7
条

第
1
号

及
び

第

14
0
条

の
5
中

「
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

」
と

あ
る

の
は

、
「

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

係
る

附

則
第

12
条

第
1
項

か
ら

第
5
項

ま
で

に
規

定
す

る
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
」

と
す

る
。

 

第
15

条
 

附
則

第
12

条
第

1
項

か
ら

第
5
項

ま
で

の
規

定
の

適
用

が

あ
る

宅
地

等
(附

則
第

11
条

第
2
号

に
掲

げ
る

宅
地

等
を

い
う

も
の

と
し

、
法

第
34

9
条

の
3、

第
34

9
条

の
3
の

2
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3
ま

で
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

宅
地

等
を

除
く

。
)

に
対

し
て

課
す

る
令

和
3
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
特

別
土

地
保

有
税

に
つ

い
て

は
、

第
13

7
条

第
1
号

及
び

第
14

0
条

の
5
中

「
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

」
と

あ
る

の
は

、
「

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

係
る

附
則

第

12
条

第
1
項

か
ら

第
5
項

ま
で

に
規

定
す

る
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
」

と
す

る
。

 
2 

法
附

則
第

11
条

の
5
第

1
項

に
規

定
す

る
宅

地
評

価
土

地
の

取
得

の
う

ち
平

成
18

年
1
月

1
日

か
ら

令
和

9
年

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
さ

れ
た

も
の

に
対

し
て

課
す

る
特

別
土

地
保

有
税

に
つ

い
て

は
、

2 
法

附
則

第
11

条
の

5
第

1
項

に
規

定
す

る
宅

地
評

価
土

地
の

取
得

の
う

ち
平

成
18

年
1
月

1
日

か
ら

令
和

6
年

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
さ

れ
た

も
の

に
対

し
て

課
す

る
特

別
土

地
保

有
税

に
つ

い
て

は
、

第
13

7
条

第
2
号

中
「

不
動

産
取

得
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価
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第
13

7
条

第
2
号

中
「

不
動

産
取

得
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価

格
」

と
あ

る
の

は
「

不
動

産
取

得
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

(法
附

則
第

11
条

の
5
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
お

け
る

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
を

い
う

。
)に

2
分

の
1

を
乗

じ
て

得
た

額
」

と
し

、
「

令
第

54
条

の
38

第
1
項

に
規

定
す

る
価

格
」

と
あ

る
の

は
「

令
第

54
条

の
38

第
1
項

に
規

定
す

る
価

格
(法

附
則

第
11

条
の

5
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し

た
場

合
に

お
け

る
価

格
を

い
う

。
)に

2
分

の
1
を

乗
じ

て
得

た
額

」

と
す

る
。

 

格
」

と
あ

る
の

は
「

不
動

産
取

得
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

(法
附

則
第

11
条

の
5
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
お

け
る

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
を

い
う

。
)に

2
分

の
1

を
乗

じ
て

得
た

額
」

と
し

、
「

令
第

54
条

の
38

第
1
項

に
規

定
す

る

価
格

」
と

あ
る

の
は

「
令

第
54

条
の

38
第

1
項

に
規

定
す

る
価

格

(法
附

則
第

11
条

の
5
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
な

い
も

の
と

し
た

場
合

に
お

け
る

価
格

を
い

う
。

)に
2
分

の
1
を

乗
じ

て
得

た
額

」
と

す
る

。
 

3～
5 

 (
略

) 
3～

5 
 (
略

) 
 

 
(省

 
 

 
 

 
略

) 
(省

 
 

 
 

 
略

) 
 

 
(上

場
株

式
等

に
係

る
配

当
所

得
等

に
係

る
町

民
税

の
課

税
の

特
例

) 
(上

場
株

式
等

に
係

る
配

当
所

得
等

に
係

る
町

民
税

の
課

税
の

特
例

) 
第

16
条

の
3 

（
略

）
 

第
16

条
の

3 
（

略
）

 
2 

 (
略

) 
2 

 (
略

) 
3 

第
1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

。
 

3 
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

。
 

(1
)～

(4
) 

 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中

「
所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第

16
条

の
3
第

1
項

の
規

定
に

よ
る

町
民

税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

 

(土
地

の
譲

渡
等

に
か

か
る

事
業

所
得

等
に

係
る

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

(土
地

の
譲

渡
等

に
か

か
る

事
業

所
得

等
に

係
る

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

34



か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
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第
16

条
の

4 
（

略
）

 
第

16
条

の
4 

（
略

）
 

(1
)及

び
(2

) 
 (
略

) 
(1

)及
び

(2
) 

 (
略

) 
 

2 
 (
略

) 
2 

 (
略

) 
3 

第
1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

。
 

3 
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

。
 

(1
)～

(4
) 

 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中

「
所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第

16
条

の
4
第

1
項

の
規

定
に

よ
る

町
民

税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

 

4 
 (
略

) 
4 

 (
略

) 
(長

期
譲

渡
所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
課

税
の

特
例

) 
(長

期
譲

渡
所

得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
課

税
の

特
例

) 
第

17
条

 
（

略
）

 
第

17
条

 
（

略
）

 
2 

 (
略

) 
2 

 (
略

) 
3 

第
1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

。
 

3 
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

。
 

(1
)～

(4
) 

 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
つ

い
 

て
は

、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中
「

所
得

割
の

額
」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第
17

条
第

1
項

の
規

定
に

よ
る

町
民

税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

 

 
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

 
 

(短
期

譲
渡

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

(短
期

譲
渡

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

第
18

条
 

（
略

）
 

第
18

条
 

（
略

）
 

2～
4 

 (
略

) 
2～

4 
 (
略

) 
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
3
0
 
-
 

5 
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

。
 

5 
第

1
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
る

。
 

(1
)～

(4
) 

 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ
 

い
て

は
、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中
「

所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第
18

条
第

1
項

の
規

定
に

よ
る

町
民

税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

 

(一
般

株
式

等
に

係
る

譲
渡

所
得

等
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
課

税
の

特
例

) 
(一

般
株

式
等

に
係

る
譲

渡
所

得
等

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の

特
例

) 
第

19
条

 
（

略
）

 
第

19
条

 
（

略
）

 
2 

前
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 
2 

前
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ

い
て

は
、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中
「

所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第
19

条

第
1
項

の
規

定
に

よ
る

町
民

税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

 

 
 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

(省
 

 
 

 
 

略
) 

 
 

(先
物

取
引

に
係

る
雑

所
得

等
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
課

税
の

特
例

) 
(先

物
取

引
に

係
る

雑
所

得
等

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

第
20

条
 

（
略

）
 

第
20

条
 

（
略

）
 

2 
前

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ

る
。

 
2 

前
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ

い
て

は
、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中
「

所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第
20

条

第
1
項

の
規

定
に

よ
る

町
民

税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
3
1
 
-
 

(特
例

適
用

利
子

等
及

び
特

例
適

用
配

当
等

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

(特
例

適
用

利
子

等
及

び
特

例
適

用
配

当
等

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

第
20

条
の

2 
（

略
）

 
第

20
条

の
2 

（
略

）
 

2 
前

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ

る
。

 
2 

前
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ

い
て

は
、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中
「

所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第
20

条

の
2
第

1
項

の
規

定
に

よ
る

町
民

税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

 

3
及

び
4 

 (
略

) 
3
及

び
4 

 (
略

) 
5 

第
3
項

後
段

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

。
 

5 
第

3
項

後
段

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

。
 

(1
)～

(4
) 

 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ

い
て

は
、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中
「

所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第
20

条

の
2

第
3

項
後

段
の

規
定

に
よ

る
町

民
税

の
所

得
割

の
額

」
と

す

る
。

 

 

(条
約

適
用

利
子

等
及

び
条

約
適

用
配

当
等

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

(条
約

適
用

利
子

等
及

び
条

約
適

用
配

当
等

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
) 

第
20

条
の

3 
（

略
）

 
第

20
条

の
3 

（
略

）
 

2 
前

項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ

る
。

 
2 

前
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ

い
て

は
、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中
「

所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第
20

条

の
3
第

1
項

の
規

定
に

よ
る

町
民

税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。
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か
つ
ら
ぎ
町
税
条
例
-
 
3
2
 
-
 

3
及

び
4 

 (
略

) 
3
及

び
4 

 (
略

) 
5 

第
3
項

後
段

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

。
 

5 
第

3
項

後
段

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

。
 

(1
)～

(4
) 

 (
略

) 
(1

)～
(4

) 
 (
略

) 
(5

) 
附

則
第

7
条

の
5
及

び
附

則
第

7
条

の
8
の

規
定

の
適

用
に

つ

い
て

は
、
附

則
第

7
条

の
5
第

1
項

及
び

附
則

第
7
条

の
8
中
「

所

得
割

の
額

」
と

あ
る

の
は

、
「

所
得

割
の

額
並

び
に

附
則

第
20

条

の
3

第
3

項
後

段
の

規
定

に
よ

る
町

民
税

の
所

得
割

の
額

」
と

す

る
。

 

 

(6
) 

 (
略

) 
(6

) 
 (
略

) 
 

 
(省

 
 

 
 

 
略

) 
(省

 
 

 
 

 
略

) 
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和６年第１回定例会５月会議） 税務課　固定資産税係

　　　負担水準を均衡化させることを重視した負担軽減措置について令和８年度まで

 改正内容

　　　継続延長します。

　　土地に係る都市計画税の負担軽減措置の延長

　　　平成９年度の評価替え以降、課税の公平の観点から地域や土地にばらつきのある

４．概要

１．議案名

報告第５号　かつらぎ町都市計画税条例の一部を改正する条例制定について

２．背景・経過

  令和６年度税制改正における地方税法の改正に伴い、所要の改正を行うものです。

３．趣旨・目的

　地方税法の改正により、条例の一部を改正する必要が生じたため、地方自治法第１８
０条第１項及びかつらぎ町長の専決事項の指定について第２項の規定により、専決処分
したのでこれを報告するものです。

　（施行期日：令和６年４月１日）
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か
つ
ら
ぎ
町
都
市
計
画
税
条
例
-
 
1
 
-
 

（
令
和
６
年
第
１
回
定

例
会
５
月
会
議
）
 

【
報
告
第
５
号
 
参
考

資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

都
市
計
画

税
条

例
新

旧
対
照
表

 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ
ら
ぎ
町
都
市
計
画
税
条
例
（
平
成

9年
か

つ
ら
ぎ
町
条
例
第

32
号
）

 
○
か
つ
ら
ぎ
町
都
市
計
画
税
条
例
（
平
成

9年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

32
号
）

 
 

 
（
本
 
則
 
省
 
略
）

 
（
本
 
則
 
省
 
略
）

 
 

 
附
 
則

 
附
 
則

 
1 

～
 2

 
（
略
）

 
1 

～
 2

 
（
略
）

 
 

(法
附
則
第

15
条

第
32

項
の
条
例
で
定
め
る
割
合

) 
 

3 
法

附
則

第
15

条
第

32
項

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

2分
の

1と
す
る
。

 
(法

附
則
第

15
条
第

32
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合

) 
(法

附
則
第

15
条

第
33

項
の
条
例
で
定
め
る
割
合

) 
3 

法
附

則
第

15
条

第
32

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3分

の

2と
す
る
。

 
4 

法
附

則
第

15
条

第
33

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3分

の

2と
す
る
。

 
(法

附
則
第

15
条
第

37
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合

) 
(法

附
則
第

15
条

第
38

項
の
条
例
で
定
め
る
割
合

) 
4 

法
附

則
第

15
条

第
37

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3分

の

2と
す
る
。

 
5 

法
附

則
第

15
条

第
38

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
3分

の

2と
す
る
。

 
(法

附
則
第

15
条
第

38
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合

) 
 

5 
法

附
則

第
15

条
第

38
項

に
規

定
す

る
市

町
村

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

2分
の

1と
す
る
。

 
 

(法
附
則
第

15
条
第

42
項
の
条
例
で
定
め
る
割

合
) 

(法
附
則
第

15
条
第

43
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合

) 
6 

法
附

則
第

15
条

第
42

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
4分

の

3と
す
る
。

 
6 

法
附

則
第

15
条

第
43

項
に

規
定

す
る

市
町

村
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
4分

の

3と
す
る
。
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か
つ
ら
ぎ
町
都
市
計
画
税
条
例
-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

7 
（
略
）

 
7 

（
略
）

 
(宅

地
等

に
対

し
て

課
す

る
令

和
6年

度
か

ら
令

和
8年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
都

市
計
画
税
の
特
例

) 
(宅

地
等

に
対

し
て

課
す

る
令

和
3年

度
か

ら
令

和
5年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
都

市
計
画
税
の
特
例

) 
8 

宅
地
等
に
係

る
令

和
6年

度
か
ら
令

和
8年

度
ま

で
の
各
年
度
分

の
都
市
計

画
税

の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等

の
当

該
年

度
分

の
都

市
計

画
税

に
係

る
前

年
度

分
の

都
市

計
画

税
の

課
税

標
準

額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価

格
(当

該
宅

地
等
が
当

該
年
度

分
の
都

市
計

画
税

に
つ
い

て
法
第

70
2条

の
3

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る

率
を

乗
じ

て
得
た

額
。

以
下

同
じ
。

)に
10

0分
の

5を
乗

じ
て

得
た
額

を
加

算
し

た
額

(当
該

宅
地

等
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に
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法
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34
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の

3
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。

)又
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則
第

15
条
か

ら
第
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規
定
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受
け
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地
等
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と
き
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額
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定
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率
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て
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た
額
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該
宅

地
等

に
係
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該
年

度
分

の
都

市
計

画
税

の
課
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標

準
と
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額
と
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合
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都
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画

税
額
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下

「
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地
等
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整

都
市

計
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税
額

」
と

い
う

。
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超
え

る
場
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に

は
、

当
該

宅
地

等
調

整
都

市
計

画
税

額
と
す
る
。
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令
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の
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を
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等
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受
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等
に

係
る
令
和

6年
度
か

ら
令
和

8年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
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地
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調
整
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が
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ず
、
当

該
都
市
計
画
税
額
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計
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額
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ら
ず
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附

則
第

8項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
宅

地
等

に
係

る
令

和
6年

度
か

ら
令

和

8年
度
ま

で
の

各
年
度

分
の

宅
地

等
調

整
都

市
計
画
税

額
は

、
当

該
宅

地
等
調
整

都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
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係
る
当
該
年
度
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の
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市
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画
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の
課
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な
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じ
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得
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(当

該
宅

地
等
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該
年

度

分
の

固
定

資
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い
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法
第
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第
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除
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第

1
5条

か
ら
第
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で
の
規
定
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け

る
宅
地
等
で
あ
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と
き
は
、
当

該
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
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定
め

る
率
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じ
て

得
た

額
)を

当
該

宅
地

等
に

係
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当
該
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度

分
の

都
市

計
画

税
の

課
税
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な
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と
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る

宅
地

等
に
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和
5年

度
分

の
宅

地
等

調
整

都
市

計
画

税
額

は
、
当
該

宅
地

等
調

整
都

市
計
画
税

額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価

格
に

10
分

の
2を

乗
じ

て
得

た
額

(当
該

宅
地

等
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資

産
税
に
つ
い
て

法
第

34
9条

の
3(
第

18
項
を
除

く
。

)又
は
附
則

第
15

条
か
ら

第
1

5条
の

3ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
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業
地

等
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ち

当
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商
業

地
等

の
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該
年

度
の

負
担

水
準
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7
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度
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和
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画

税
の

課
税

標
準

額
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該
商

業
地
等
が
当
該

年
度
分
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固
定
資
産
税
に
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い
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第
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項
を

除

く
。
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は
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則
第

15
条
か
ら
第

15
条
の
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で
の
規
定
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適
用
を
受
け
る
商
業
地

等
で
あ
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と
き
は
、
当
該
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税
標
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定
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め
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等
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係
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の
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計

画
税
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課
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標

準
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な
る

べ
き

額
と

し
た
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に
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画
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額
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下

「
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業
地
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据
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税
額
」
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う
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。
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ち
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業
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度
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担
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令
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地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て

得
た

額
)を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
都

市
計

画
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

都
市

計
画

税
額

(以
下

「
商

業
地

等
調

整
都

市
計
画
税
額
」
と
い
う
。

)と
す
る
。

 
(農

地
に

対
し

て
課

す
る

令
和

6年
度

か
ら

令
和

8年
度

ま
で

の
各

年
度

分
の

都
市

計
画
税
の
特
例

) 
(農

地
に

対
し

て
課

す
る

令
和

3年
度

か
ら

令
和

5年
度

ま
で

の
各

年
度

分
の

都
市

計
画
税
の
特
例

) 
13

 
農

地
に

係
る

令
和

6年
度

か
ら

令
和

8年
度

ま
で

の
各

年
度

分
の

都
市

計
画

税

の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
農
地
に
係

る
当

該
年

度
分

の
都

市
計

画
税

に
係

る
前

年
度

分
の

都
市

計
画

税
の

課
税

標
準

額
(当

該
農

地
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
34

9条
の

3(
第

18
項
を
除
く
。

)又
は

附
則
第

15
条
か
ら
第

15
条
の

3ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ

て
得

た
額

)に
、

当
該

農
地

の
当

該
年

度
の

次
の

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

負
担

水
準

の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該

農
地

に
係

る
当

該
年

度
分

の
都

市
計

画
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合
に
お
け

る
都
市
計

画
税
額

(以
下
「
農
地

調
整

都
市
計
画
税

額
」
と
い

う
。

)
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

 

13
 

農
地

に
係

る
令

和
3年

度
か

ら
令

和
5年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
都

市
計

画
税

の
額
は
、
当
該
農

地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
農
地
に
係

る
当

該
年

度
分

の
都

市
計

画
税

に
係

る
前

年
度

分
の

都
市

計
画

税
の

課
税

標
準

額
(当

該
農

地
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
34

9条
の

3(
第

18
項
を
除
く
。

)又
は
附
則
第

15
条
か
ら
第

15
条
の

3ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ

て
得

た
額

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
)に

、
当

該
農

地
の

当
該

年
度

の
次

の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担

調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額

(令
和

3年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度

分
の

都
市

計
画

税
の

課
税

標
準

額
)を

当
該

農
地

に
係

る
当

該
年

度
分

の
都

市
計

画
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

都
市

計
画

税
額

(以
下

「
農

地
調

整
都

市
計

画
税

額
」

と
い

う
。

)を
超

え
る

場
合

に
は

、
当

該
農

地
調

整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。

 
（
略
）

 
 

（
略
）

 
 

(市
街
化
区
域
農
地

に
対
し
て
課
す
る
都
市
計
画
税
の
課
税
の
特
例

) 
(市

街
化
区
域
農

地
に
対
し
て
課
す
る
都
市
計
画
税
の
課
税
の
特
例

) 
14

及
び

 1
5 

（
略
）

 
14

 及
び

 1
5 

（
略
）

 
16

 
附

則
第

8項
及

び
第

10
項

の
「
宅

地
等

」
と

は
法

附
則

第
17

条
第

2号
に
、

附

則
第

8項
及
び

第
11

項
の

「
前
年

度
分

の
都
市

計
画

税
の
課

税
標

準
額
」

と
は

法

附
則

第
25

条
第

6項
に

お
い

て
読

み
替

え
て

準
用

さ
れ

る
法

附
則

第
18

条
第

6項

16
 

附
則
第

8項
及

び
第

10
項

の
「
宅

地
等

」
と

は
法

附
則

第
17

条
第

2号
に
、

附

則
第

8項
及
び

第
11

項
の

「
前
年

度
分

の
都
市

計
画

税
の
課

税
標

準
額
」

と
は

法

附
則

第
25

条
第

6項
に

お
い

て
読

み
替

え
て

準
用

さ
れ

る
法

附
則

第
18

条
第

6項

43



か
つ
ら
ぎ
町
都
市
計
画
税
条
例
-
 
5
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

に
、
附
則
第

9項
、
第

11
項
及
び
第

12
項
の
「
商
業
地
等
」
と
は
法
附
則
第

17
条

第
4号

に
、
附
則
第

11
項
か
ら
第

13
項
ま
で
の
「
負
担
水
準
」
と
は
法
附
則
第

17
条

第
8号

ロ
に

、
附

則
第

13
項

の
「

農
地

」
と

は
法

附
則

第
17

条
第

1号
に

、
同

項
の
「
前
年

度
分
の
都

市
計
画
税
の
課

税
標
準
額

」
と
は
法
附
則

第
26

条
第

2項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
法
附
則
第

18
条
第

6項
に
、
附
則
第

14
項
及

び
前
項
の
「
市
街
化
区
域
農
地
」
と
は
法
附
則
第

19
条
の

2第
1項

に
規
定
す
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

 

に
、

附
則

第
8項

、
第

9項
、

第
11

項
及

び
第

12
項

の
「

商
業

地
等

」
と

は
法

附

則
第

17
条
第

4号
に
、
附
則
第

11
項
か
ら
第

13
項
ま
で
の
「
負
担
水
準
」
と
は
法

附
則

第
17

条
第

8号
ロ

に
、

附
則

第
13

項
の

「
農

地
」

と
は

法
附

則
第

17
条

第
1

号
に

、
同
項

の
「

前
年
度
分

の
都

市
計

画
税

の
課
税
標

準
額

」
と

は
法

附
則
第

2
6条

第
2項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
法
附
則
第

18
条
第

6項
に
、
附
則

第
14

項
及

び
前

項
の

「
市

街
化

区
域

農
地

」
と

は
法

附
則

第
19

条
の

2第
1項

に

規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 
17

 
法

附
則
第

15
条
第

1項
、
第

9項
、
第

13
項
か
ら
第

17
項
ま
で
、
第

19
項
、
第

2
0項

、
第

24
項
、
第

27
項
、
第

31
項
か
ら
第

34
項
ま
で
、
第

37
項
、
第

38
項
、
第

42
項

若
し
く
は
第

45
項
、
第

15
条
の

2第
2項

、
第

15
条
の

3又
は
第

63
条
の
規
定

の
適
用
が
あ

る
各
年
度

分
の
都
市
計
画

税
に
限
り

、
第

2条
第

2項
中
「

又
は
第

3
3項

」
と

あ
る

の
は

「
若
し

く
は

第
33

項
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3ま
で
若
し
く
は
第

63
条
」
と
す
る
。

 

17
 
法
附
則
第

15
条
第

1項
、
第

9項
、
第

13
項
か
ら
第

17
項
ま
で
、
第

19
項
、
第

2
0項

、
第

24
項
、
第

27
項
、
第

31
項
か
ら
第

35
項
ま
で
、
第

38
項
、
第

39
項
、
第

43
項
若
し
く
は
第

46
項
、
第

15
条
の

2第
2項

、
第

15
条
の

3又
は
第

63
条
の
規
定

の
適
用
が
あ

る
各
年
度

分
の
都
市
計
画

税
に
限
り

、
第

2条
第

2項
中
「

又
は
第

3
3項

」
と

あ
る

の
は

「
若
し

く
は

第
33

項
又

は
附

則
第

15
条

か
ら

第
15

条
の

3ま
で
若
し
く
は
第

63
条
」
と
す
る
。

 

   

44



議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和６年第１回定例会５月会議）  税務課　住民税係

１．議案名

４．概要

項　　　　　目 改正後 改正前

１．後期高齢者支援金等課税限度額の引き上げ ２４万円 ２２万円

（第２条及び第２３条関係）

２．低所得者に対する軽減措置の拡充

（第２３条関係）

５割軽減の国民健康保険税軽減判定の

所得基準

２割軽減の国民健康保険税軽減判定の

所得基準

３．令和６年度からの資産割廃止による各条の

　資産割額の削除

（施行期日：令和６年４月１日）

43万円＋10万円×(給与所
得者等の数-1)＋(被保険
者数×29.5万円）

43万円＋10万円×(給与所
得者等の数-1)＋(被保険
者数×29万円）

43万円＋10万円×(給与所
得者等の数-1)＋(被保険
者数×54.5万円）

43万円＋10万円×(給与所
得者等の数-1)＋(被保険
者数×53.5万円）

　 報告第６号　かつらぎ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

  令和６年度税制改正における地方税法施行令等の改正に伴い、所要の改正を行うもので
す。

　地方税法施行令等の改正により、条例の一部を改正する必要が生じたため、地方自治法第
１８０条第１項及びかつらぎ町長の専決事項の指定について第２項の規定により、専決処分
したのでこれを報告するものです。

２．背景・経過

３．趣旨・目的

45



か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
-
 
1
 
-
 

（
令
和
６
年
第
１
回
定

例
会
５
月
会
議
）
 

【
報
告
第
６
号
 
参
考

資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

国
民
健
康

保
険

税
条

例
新
旧
対
照

表
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
平
成

9年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

33
号
）

 
○
か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
（
平
成

9年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

33
号
）

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(課

税
額

) 
(課

税
額

) 
第

2条
 
（
略
）

 
第

2条
 
（
略
）

 
2 

前
項

第
1号

の
基

礎
課
税

額
は

、
世

帯
主

(前
条

第
2項

の
世

帯
主

を
除

く
。

)及
び

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
に

つ
き

算
定

し
た

所
得

割

額
並
び
に
被
保
険

者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
合
算
額
が

65
0,

00
0円

を
超
え
る
場
合

に
お
い
て

は
、
基
礎
課
税
額

は
、

65
0,

00
0円

と
す
る

。
 

2 
前

項
第

1号
の

基
礎

課
税

額
は

、
世

帯
主

(前
条

第
2項

の
世

帯
主

を
除

く
。

)及
び

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
に

つ
き

算
定

し
た

所
得

割

額
及

び
資

産
割

額
並

び
に

被
保

険
者

均
等

割
額

及
び

世
帯

別
平

等
割

額
の

合
算

額
と
す
る
。
た
だ

し
、
当

該
合
算
額
が

65
0,

00
0円

を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、

基
礎
課
税
額
は
、

65
0,

00
0円

と
す
る
。

 
3 

第
1項

第
2号

の
後
期

高
齢
者
支

援
金
等

課
税
額

は
、
世
帯

主
(前

条
第

2項
の

世

帯
主

を
除

く
。

)及
び

そ
の

世
帯

に
属

す
る

被
保

険
者

に
つ

き
算

定
し

た
所

得
割

額
並
び
に
被
保
険

者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
合
算
額

が
24

0,
00

0円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢

者
支

援
金
等
課
税
額
は

、
24

0,
00

0円
と
す
る
。

 

3 
第

1項
第

2号
の
後
期

高
齢
者
支

援
金
等

課
税
額

は
、
世
帯

主
(前

条
第

2項
の

世

帯
主

を
除

く
。

)及
び

そ
の

世
帯

に
属

す
る

被
保

険
者

に
つ

き
算

定
し

た
所

得
割

額
及

び
資

産
割

額
並

び
に

被
保

険
者

均
等

割
額

及
び

世
帯

別
平

等
割

額
の

合
算

額
と
す
る
。
た
だ

し
、
当

該
合
算
額
が

22
0,

00
0円

を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
は
、

22
0,

00
0円

と
す
る
。

 
4 

第
1項

第
3号

の
介

護
納
付
金
課
税
額
は

、
介
護

納
付
金
課
税
被
保
険
者
で
あ
る

世
帯

主
(前

条
第

2項
の

世
帯

主
を

除
く

。
)及

び
そ

の
世

帯
に

属
す

る
介

護
納

付

金
課

税
被

保
険

者
に

つ
き

算
定

し
た

所
得

割
額

並
び

に
被

保
険

者
均

等
割

額
及

び
世
帯
別
平
等
割

額
の

合
算

額
と
す
る
。
た
だ
し

、
当
該
合
算
額
が

17
0,

00
0円

を
超
え
る
場
合
に

お
い
て
は
、
介
護
納
付
金
課
税
額
は
、

17
0,

00
0円

と
す
る
。

 

4 
第

1項
第

3号
の
介
護
納
付
金
課
税
額
は
、
介
護

納
付
金
課
税
被
保
険
者
で
あ
る

世
帯

主
(前

条
第

2項
の

世
帯

主
を

除
く

。
)及

び
そ

の
世

帯
に

属
す

る
介

護
納

付

金
課

税
被

保
険

者
に

つ
き

算
定

し
た

所
得

割
額

及
び

資
産

割
額

並
び

に
被

保
険

者
均
等
割
額
及
び

世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額

が
17

0,
00

0円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
介
護
納
付
金
課
税
額
は
、

17
0,

00
0円

と
す
る
。
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か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
 

(国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
課
税
額
の
資
産
割
額

) 
第

4条
 
削
除

 
第

4条
 
第

2条
第

2項
の

資
産
割
額
は

、
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産

税
額
の
う

ち
、

土
地

及
び

家
屋

に
係

る
部

分
の

額
(1

00
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

又
は

全
額

が
10

0円
未

満
で

あ
る

と
き

は
、

そ
の

端
数

金
額

又
は

そ
の

全
額

を
切

り
捨

て

る
。

)に
10

0分
の

10
.0

42
5を

乗
じ
て
算
定
す
る
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
 

(国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
に

係
る

後
期

高
齢

者
支

援
金

等
課

税
額

の
資

産
割

額
) 

第
7条

 
削
除

 
第

7条
 
第

2条
第

3項
の

資
産
割
額
は

、
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産

税
額
の
う

ち
、

土
地
及
び
家
屋
に
係
る
部
分
の
額
に

10
0分

の
3.

55
6を

乗
じ
て
算
定
す
る
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
 

(介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係
る
資
産
割
額

) 
第

9条
 
削
除

 
第

9条
 
第

2条
第

4項
の

資
産
割
額
は

、
介
護
納

付
金
課
税
被
保
険

者
に
係
る

当
該

年
度
分
の
固

定
資
産
税

額
の
う
ち
、
土

地
及
び
家

屋
に
係
る
部
分

の
額
に

10
0分

の
4.

00
6を

乗
じ
て
算
定
す
る
。

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
-
 
3
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

(国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

) 
(国

民
健
康
保
険
税
の
減
額

) 
第

23
条

 
次

の
各

号
の

一
に

掲
げ

る
国

民
健

康
保

険
税

の
納

税
義

務
者

に
対

し
て

課
す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
額
は
、
第

2条
第

2項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

額
を

減
額

し
て

得
た

額
(当

該
減

額
し

て
得

た
額

が
65

0,
00

0円
を
超
え

る
場

合
に

は
、

65
0,

00
0円

)、
同
条

第
3項

本
文
の

後
期

高
齢

者
支

援
金

等
課

税
額

か
ら

ウ
及

び
エ

に
掲

げ
る

額
を

減
額

し
て

得
た

額
(当

該
減

額
し

て
得

た
額
が

24
0,

00
0円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
24

0,
00

0円
)並

び
に
同
条
第

4項
本
文

の
介

護
納

付
金

課
税

額
か

ら
オ

及
び

カ
に

掲
げ

る
額

を
減

額
し

て
得

た
額

(当
該

減
額
し
て
得

た
額
が

17
0,

00
0円

を
超
え
る
場

合
に

は
、

17
0,

00
0円

)の
合

算
額

と
す
る
。

 

第
23

条
 

次
の

各
号

の
一

に
掲

げ
る

国
民

健
康

保
険

税
の

納
税

義
務

者
に

対
し

て

課
す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
額
は
、
第

2条
第

2項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及

び
イ

に
掲

げ
る

額
を

減
額

し
て

得
た

額
(当

該
減

額
し

て
得

た
額

が
65

0,
00

0円
を
超
え

る
場

合
に

は
、

65
0,

00
0円

)、
同
条

第
3項

本
文
の

後
期

高
齢

者
支

援
金

等
課

税
額

か
ら

ウ
及

び
エ

に
掲

げ
る

額
を

減
額

し
て

得
た

額
(当

該
減

額
し

て
得

た
額
が

22
0,

00
0円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
22

0,
00

0円
)並

び
に
同
条
第

4項
本
文

の
介

護
納

付
金

課
税

額
か

ら
オ

及
び

カ
に

掲
げ

る
額

を
減

額
し

て
得

た
額

(当
該

減
額
し
て
得

た
額
が

17
0,

00
0円

を
超
え
る
場

合
に

は
、

17
0,

00
0円

)の
合

算
額

と
す
る
。

 
(1

) 
 
（
略
）

 
(1

) 
（
略
）

 
(2

) 
法
第

70
3条

の
5第

1項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
算
額
が
、

43
0,

00
0円

(納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が

2以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

43
0,

00
0円

に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら

1を
減
じ

た
数
に

10
0,

00
0円

を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額

)に
被
保
険
者
及
び

特
定
同
一
世
帯
所
属
者

1人
に
つ
き

29
5,

00
0円

を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い

世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者

(前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。

) 
ア
～
カ
 
（
略

）
 

(2
) 

法
第

70
3条

の
5第

1項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
算
額
が
、

43
0,

00
0円

(納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が

2以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

43
0,

00
0円

に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら

1を
減
じ

た
数
に

10
0,

00
0円

を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額

)に
被
保
険
者
及
び

特
定
同
一
世
帯
所
属
者

1人
に
つ
き

29
0,

00
0円

を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い

世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者

(前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。

) 
ア
～
カ
 
（
略
）

 
(3

) 
法
第

70
3条

の
5第

1項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
算
額
が
、

43
0,

00
0円

(納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が

2以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

43
0,

00
0円

に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら

1を
減
じ

た
数
に

10
0,

00
0円

を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額

)に
被
保
険
者
及
び

特
定
同
一
世
帯
所
属
者

1人
に
つ
き

54
5,

00
0円

を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い

世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者

(前
2号

に
該
当
す
る
者
を
除
く
。

) 
ア
～
カ
 
（
略

）
 

(3
) 

法
第

70
3条

の
5第

1項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
算
額
が
、

43
0,

00
0円

(納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が

2以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

43
0,

00
0円

に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら

1を
減
じ

た
数
に

10
0,

00
0円

を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額

)に
被
保
険
者
及
び

特
定
同
一
世
帯
所
属
者

1人
に
つ
き

53
5,

00
0円

を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い

世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者

(前
2号

に
該
当
す
る
者
を
除
く
。

) 
ア
～
カ
 
（
略

）
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か
つ
ら
ぎ
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
-
 
4
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

2 
～

 3
 
（
略
）
 

  
2 

～
 3

 
（
略
）
 

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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（令和６年第１回定例会５月会議）

【報告第７号　参考資料】

　〇位置図

　〇事故による責任割合

　　かつらぎ町　　１００％

　　相手方　　　　０％

　〇損害賠償の内訳

　　車両修理費　２７７，２００円

　　代替車両費　１８４，８００円 計　４６２，０００円
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和６年第１回定例会５月会議） 総務課　管理係

　新たな用語の定義を追加するとともに、法別表第２が廃止されることに伴い、本条例

において、法別表第２を参照している箇所について、文言を改正します。

（第２条、第４条関係）

　　　　令で定めるものをいいます。

        特定個人情報の提供を受けることによって効率化を図るべきものとして主務省

　　　※「特定個人番号利用事務」

　　　※「利用特定個人情報」

　　　　　　特定個人番号利用事務を処理するために必要な特定個⼈情報として主務省令

　　　　　　法が定めるマイナンバーを利用できる事務（法別表に規定）のうち、迅速に

　＜新たな用語＞

３．趣旨・目的

　法律の一部改正に伴い、関係条文を整備するため、所要の改正を行おうとするもので

４．概要

す。

　した。

１．議案名

議案第４４号　かつらぎ町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例制定について

２．背景・経過

　　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正

　に伴い、当該法律の別表第２が廃止され、新たな用語の定義が追加されることとなりま

　　　　で定めるものをいいます。

（施行期日：令和６年５月２７日）

51



か
つ
ら

ぎ
町
行

政
手
続

に
お
け

る
特
定

の
個
人

を
識
別

す
る
た

め
の

番
号

の
利
用

等
に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く
個

人
番
号

の
利

用
及

び
特

定
個

人
情
報

の
提
供

に
関
す

る
条
例

-
 
1
 
- 

（
令
和
６
年
第
１
回
定

例
会
５
月
会
議
）
 

【
議
案
第
４
４
号
 
参

考
資
料
】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
か

つ
ら

ぎ
町

行
政
手

続
に

お
け

る
特
定
の

個
人

を
識

別
す
る
た

め
の

番
号

の
利
用
等

に
関
す
る

法
律
 

に
基

づ
く
個

人
番
号
の

利
用

及
び

特
定
個
人
情

報
の
提
供

に
関
す

る
条
例
新

旧
対
照
表

 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か

つ
ら

ぎ
町

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利

用
等

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く

個
人

番
号

の
利

用
及

び
特

定
個

人
情

報
の

提
供

に

関
す
る
条
例

(平
成

27
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

33
号

) 

○
か

つ
ら

ぎ
町

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利

用
等

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く

個
人

番
号

の
利

用
及

び
特

定
個

人
情

報
の

提
供

に

関
す
る
条
例

(平
成

27
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第

33
号

) 
 

 
 

 
(趣

旨
) 

(趣
旨

) 
第

1条
 
（
略
）

 
第

1条
 
（
略
）

 
(定

義
) 

(定
義

) 
第

2条
 
こ

の
条
例

に
お

い
て
、
次

の
各
号

に
掲

げ
る
用
語
の

意
義

は
、
当

該
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

 
第

2条
 
こ

の
条
例

に
お

い
て
、
次

の
各
号

に
掲

げ
る
用
語
の

意
義

は
、
当

該
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

 
(1

)～
(4

) 
（
略
）

 
(1

)～
(4

) 
（
略
）

 
(5

) 
特

定
個

人
番

号
利

用
事

務
 

法
第

19
条

第
8号

に
規

定
す

る
特

定
個

人
番

号
利
用
事
務
を
い
う
。

 
 

(6
) 

利
用

特
定

個
人

情
報

 
法

第
19

条
第

8号
に

規
定

す
る

利
用

特
定

個
人

情

報
を
い
う
。

 
 

 
 

（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
 

 
(個

人
番
号
の
利
用
範
囲

) 
(個

人
番
号
の
利
用
範
囲

) 
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か
つ
ら

ぎ
町
行

政
手
続

に
お
け

る
特
定

の
個
人

を
識
別

す
る
た

め
の

番
号

の
利
用

等
に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く
個

人
番
号

の
利

用
及

び
特

定
個

人
情
報

の
提
供

に
関
す

る
条
例

-
 
2
 
- 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

第
4条

 
法

第
9条

第
2項

の
条

例
で

定
め

る
事

務
は

、
別

表
第

1の
機

関
の

欄
に

掲

げ
る
機
関

が
行

う
同
表

の
事

務
の
欄

に
掲

げ
る
事

務
、
別

表
第

2の
機
関

の
欄

に

掲
げ

る
機

関
が

行
う

同
表

の
事

務
の

欄
に

掲
げ

る
事

務
及

び
町

長
又

は
か

つ
ら

ぎ
町
教
育
委
員
会

(以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。

)が
行
う
特
定
個
人
番
号
利

用
事
務
と
す
る
。

 

第
4条

 
法

第
9条

第
2項

の
条

例
で

定
め

る
事

務
は

、
別

表
第

1の
機

関
の

欄
に

掲

げ
る
機
関

が
行

う
同
表

の
事

務
の
欄

に
掲

げ
る
事

務
、
別

表
第

2の
機
関

の
欄

に

掲
げ

る
機

関
が

行
う

同
表

の
事

務
の

欄
に

掲
げ

る
事

務
及

び
町

長
又

は
か

つ
ら

ぎ
町
教
育
委
員
会

(以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。

)が
行
う
法
別
表
第

2の
第

2
欄
に
掲
げ
る
事
務

と
す
る
。

 
2 

（
略
）

 
2 

（
略
）

 
3 

町
長
又

は
教
育

委
員

会
は
、
特

定
個
人

番
号

利
用
事
務

を
処
理
す

る
た

め
に
必

要
な

限
度

で
利

用
特

定
個

人
情

報
で

あ
っ

て
自

ら
が

保
有

す
る

も
の

を
利

用
す

る
こ
と
が
で
き
る

。
た
だ
し
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
情
報

提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ

ム
を

使
用

し
て

他
の

個
人

番
号

利
用

事
務

実
施

者
か

ら
当

該
利

用
特

定
個

人
情
報
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

3 
町
長
又
は
教
育
委
員
会
は
、
法
別
表
第

2の
第

2欄
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る

た
め
に
必

要
な

限
度
で

同
表
の
第

4欄
に
掲

げ
る
特

定
個
人
情

報
で

あ
っ
て

自
ら

が
保
有
す
る
も
の

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
の
規
定
に
よ
り
、

情
報

提
供

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
使

用
し

て
他

の
個

人
番

号
利

用
事

務
実

施
者
か
ら
当
該
特

定
個
人
情
報

の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

 
4 

（
略
）

 
4 

（
略
）

 
 

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）

 
（
省
 
 
 
 
 
略
）
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和６年第１回定例会５月会議） 危機管理課　消防係

１．議案名

議案第４５号　かつらぎ町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定につ
いて

２．背景・経過

３．趣旨・目的

　非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令第６条の２第１項の規定に基づ

されました。

き総務大臣が定める金額を定める件の一部改正に伴い、介護補償の月額基準が増額改定

　消防団員や消防活動に協力した者（消防作業従事者）などが、消防活動中の負傷等に

より介護を要する状態となった場合、市町村は介護に要した費用を介護補償として支給

することとされており、このことから所要の改正を行おうとするものです。

４．概要

改正内容

 非常勤消防団員等に対する損害補償に係る介護補償の月額基準が増額改定された事を

　（３）字句等の整理

（１）常時介護を要する状態

　　　最高限度額（月額）　１７２，５５０円 ⇒１７７，９５０円 (５，４００円増)

　　　　最低限度額（月額）　　７７，８９０円 ⇒　８１，２９０円 (３，４００円増)

　　　　最低限度額（月額）　　３８，９００円 ⇒　４０，６００円 (１，７００円増)

（施行期日:公布の日）

　（２）随時介護を要する状態

　　　　最高限度額（月額）　　８６，２８０円 ⇒　８８，９８０円 (２，７００円増)

　 受け規則委任し、併せて既存条例中での字句等の整理を行いました。

　　　　第７条、第９条から第９条の２、第１９条、第２３条の２、附則第４条の２から

　　　　第５条
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か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

-
 
1
 
-
 

（
令
和
６
年
第
１
回
定

例
会
５
月
会
議
）
 

【
議
案
第
４
５
号
 
参

考
資
料
】
 

か
つ

ら
ぎ
町

消
防
団
員

等
公

務
災

害
補
償
条
例

新
旧
対
照

表
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

○
か
つ

ら
ぎ
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

 

(
昭
和

4
1
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第
2
4
号
)
 

○
か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

 

(
昭
和
4
1
年
か
つ
ら
ぎ
町
条
例
第
2
4
号
)
 

 
 

(
省
 
 
 
 
 

略
)
 

(
省
 
 
 
 
 
略
)
 

 
 

(療
養
及
び
療
養
費
の
支
給

) 
(療

養
及
び
療
養
費
の
支
給

) 
第

7条
 
前

条
の
規

定
に

よ
る
療
養

の
範
囲

は
、

次
に
掲
げ
る

も
の

で
あ
っ

て
、
療

養
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

 
第

7条
 
前

条
の
規

定
に

よ
る
療
養

の
範
囲

は
、

次
に
掲
げ
る

も
の

で
あ
っ

て
、
療

養
上
相
当
と
認

め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

 
(1

) 
（
略
）

 
(1

) 
（
略
）

 
(2

) 
薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

 
(2

) 
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

 
(3

) 
～

 (
6)
 
（
略
）

 
(3

) 
～

 (
6)
 
（
略
）

 
2 

・
 3

 
（
略
）

 
2 

・
 3

 
（
略
）

 
 

 
(
省
 
 
 
 
 

略
)
 

(
省
 
 
 
 
 
略
)
 

 
 

(障
害
補
償

) 
(障

害
補
償

) 
第

9条
 
（
略
）

 
第

9条
 
（
略
）

 
2 

～
 5

 
（
略
）

 
2 

～
 5

 
（
略
）

 
6 

（
略
）

 
6 

（
略
）

 
(1

) 
そ

の
者

の
加

重
前

の
障

害
の

等
級

が
第

7級
以

上
で

あ
る

場
合

 
そ

の
者

の
加
重
前
の
障
害
の
等
級
に
応
ず
る
障
害
補
償
年
金

の
額

 
(1

) 
そ

の
者

の
加

重
前

の
障

害
の

等
級

が
第

7級
以

上
で

あ
る

場
合

 
そ

の
者

の
加
重
前
の
障
害
の
等
級
に
応
ず
る

障
害
補
償
金
の
額
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か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

-
 
2
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

(2
) 
・

 (
3)
 
（

略
）

 
(2

) 
・

 (
3)
 
（
略
）

 
7 

（
略
）

 
7 

（
略
）

 
(介

護
補
償

) 
(介

護
補
償

) 
第

9条
の

2 
傷

病
補

償
年

金
又

は
障

害
補

償
年

金
を

受
け

る
権

利
を

有
す

る
非

常

勤
消
防
団
員
等
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
支
給
す
べ
き
事

由
と
な
っ

た
障

害
で
あ

っ
て
、
別
表

第
4の

右
欄
に

定
め
る
も

の
に

よ
り
、

常
時

又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又

は
随
時
介
護
を
受
け
て

い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
町
は
介
護
補
償
と
し
て
当
該
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
対

し
て
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
規
則

で
定
め
る
金
額
を
支
給
す
る
。
た

だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し

、
又
は
入

所
し
て
い
る
期
間
に
つ

い
て
は
、
介
護
補
償
は
、
行
わ
な
い
。

 

第
9条

の
2 

傷
病

補
償

年
金

又
は

障
害

補
償

年
金

を
受

け
る

権
利

を
有

す
る

非
常

勤
消
防
団
員
等

が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
支
給
す
べ
き
事

由
と
な
っ

た
障

害
で
あ

っ
て

、
別
表

第
4の

右
欄
に

定
め
る
も

の
に

よ
り
、

常
時

又
は
随
時
介
護

を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又

は
随
時
介
護
を
受
け
て

い
る
場
合
に
お

い
て
は
、
町
は
介
護
補
償
と
し
て
当
該
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
対

し
て
、
当
該
介

護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
次
項
に
定
め
る
金
額
を
支
給
す
る
。
た

だ
し
、
次
に
掲

げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又
は
入

所
し
て
い
る
期
間
に
つ

い
て
は
、
介
護

補
償
は
、
行
わ
な
い
。

 
(1

)～
(3

) 
（
略

）
 

(1
)～

(3
) 

（
略
）

 
2 

介
護
補
償
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

 
2 

介
護
補
償
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の

と
し
、
そ
の
額
は
、

1月
に
つ

き
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

 
 

(1
) 

介
護

補
償
に

係
る

障
害

(障
害
の

状
態
に

変
更
が
あ
っ

た
場
合

に
は
、

そ
の

月
に
お
け
る

最
初
の
変
更
の
前
の
障
害
。
第

3号
に
お
い
て
同
じ
。

)が
、
別
表

第
4常

時
介

護
を

要
す
る

状
態
の
項

の
右

欄
に
定

め
る
障
害
の

い
ず

れ
か
に
該

当
す
る
場
合

(次
号
に
お
い
て
、
「
常
時
介
護
を
要
す
る
場
合
」
と
い
う
。

)に
お
い
て
、
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ

る
と
き

(次
号
に
掲
げ
る
と
き
を
除
く
。

) 
そ
の
月
に
お
け
る
介
護
に
要
す
る

費
用
と
し
て

支
出
さ
れ
た
額

(そ
の
額
が

17
2,

55
0円

を
超
え
る
と
き
は
、

17
2,

50
0円

) 
 

(2
) 

常
時

介
護
を

要
す

る
場
合
に

お
い
て

、
そ
の

月
(新

た
に
介

護
補
償

を
支
給

す
べ

き
事

由
が

生
じ

た
月

を
除

く
。

以
下

こ
の

号
及

び
第

4号
に

お
い

て
同

じ
。

)に
親

族
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
者

に
よ

る
介

護
を

受
け

た
日

が
あ

る
と

き

(そ
の

月
に

介
護

に
要

す
る

費
用

を
支

出
し

て
介

護
を

受
け

た
日

が
あ

る
場

合
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か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

-
 
3
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

に
あ
っ
て
は

、
当
該
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ

れ
た
額
が

77
,8

90
円

以
下
で
あ
る

場
合
に
限
る
。

) 
77

,8
90

円
 

 
(3

) 
介

護
補

償
に

係
る

障
害

が
別

表
第

4随
時

介
護

を
要

す
る

状
態

の
項

の
右

欄
に

定
め

る
障

害
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
(次

号
に

お
い

て
「

随
時

介

護
を
要
す
る

場
合
」
と
い
う
。

)に
お
い
て
、
そ
の
月
に
介
護
に
要
す
る
費
用
を

支
出
し
て
介

護
を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き

(次
号
に
掲
げ
る
と
き
を
除
く
。

) 
そ

の
月

に
お

け
る

介
護

に
要

す
る

費
用

と
し

て
支

出
さ

れ
た

額
(そ

の
額

が
8

6,
28

0円
を
超

え
る
と
き
は
、

86
,2

80
円

) 
 

(4
) 

随
時

介
護

を
要

す
る

場
合

に
お

い
て

、
そ

の
月

に
親

族
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
者

に
よ

る
介

護
を

受
け

た
日

が
あ

る
と

き
(そ

の
月

に
介

護
に

要
す

る
費

用

を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
に
要
す

る
費

用
と

し
て

支
出

さ
れ
た

額
が

38
,9

00
円

以
下

で
あ

る
場

合
に

限
る

。
) 

38
,9

00
円

 
 

 
(
省
 
 
 
 
 

略
)
 

(
省
 
 
 
 
 
略
)
 

 
 

(損
害
補
償
の
制
限

) 
(損

害
補
償
の
制
限

) 
第

19
条
 
非
常
勤
消
防
団
員
等
が
、
故
意
の
犯
罪
行
為
若
し
く
は
重

大
な
過
失
に
よ

り
、
又
は
正
当
な

理
由
が
な
く
て
療
養
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
り

公
務
、
消
防
作
業
等
若
し
く
は
救
急
業
務
又
は
応
急
措
置
の
業
務
に
係
る
負
傷
、

疾
病
、
障
害
若
し

く
は
死
亡
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
原
因
と
な
っ
た
事
故
を
生
じ
さ

せ
、
又
は
公
務
、
消
防
作
業
等
若
し
く
は
救
急
業
務

又
は
応
急
措
置
の
業
務
に
係

る
負
傷
、
疾
病
若
し
く
は
障

害
の
程
度
を
増
進
さ
せ
、
若

し
く
は
そ
の
回
復
を
妨

げ
た
と
き
は
町
は
、
損
害
補
償
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
19

条
 
非
常
勤
消
防
団
員
等
が
、
故
意
の
犯
罪
行
為
若
し
く
は
重

大
な
過
失
に
よ

り
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
く
て
療
養
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
り

公
務
、
消
防
作

業
等
若
し
く
は
救
急
業
務
又
は
応
急
措
置
の
業
務
に
係
る
負
傷
、

疾
病
、
障
害
若
し
く
は
死
亡
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
原
因
と
な
っ
た
事
故
を
生
じ
さ

せ
、
又
は
公
務
、
消
防
作
業
等
若
し
く
は

応
急
業
務
又
は
応
急
措
置
の
業
務
に
係

る
負
傷
、
疾
病
若
し
く
は
障
害
の
程
度
を
増
進
さ
せ
、
若

し
く
は
そ
の
回
復
を
妨

げ
た
と
き
は
町

は
、
損
害
補
償
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
(
省
 
 
 
 
 

略
)
 

(
省
 
 
 
 
 
略
)
 

57



か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

-
 
4
 
-
 

改
 
正
 
後

 
改
 
正
 
前

 

 
 

(年
金
た
る
損
害
補
償
の
返
還
金
債
権
の
支
払
金

) 
(年

金
た
る
損
害
補
償
の
返
還
金
債
権
の
支
払
金

) 
第

23
条

の
2 

年
金

た
る

損
害

補
償

を
受

け
る

権
利

を
有

す
る

者
が

死
亡

し
た

た

め
そ
の
支
給
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
死
亡
の
日
の

属
す

る
月

の
翌

月
以

後
の

分
と

し
て

当
該

年
金

た
る

損
害

補
償

の
過

誤
払

が
行

わ
れ

た
場

合
に

お
い

て
、

当
該

過
誤

払
に

よ
る

返
還

金
に

係
る

債
権

(以
下

こ
の

条
に
お
い
て
「
返
還
金
債
権
」
と
い
う
。

)に
係
る
債
務
の
弁
済
を
す
べ
き
者
に
支

払
う
べ
き
次
に
掲
げ
る
損
害
補
償
が
あ
る
と
き
は
、
町
は
、
当
該
損
害
補
償
の
支

払
金

の
金

額
を

当
該

過
誤

払
に

よ
る

返
還

金
債

権
の

金
額

に
充

当
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

 

第
23

条
の

2 
年

金
た

る
損

害
補

償
を

受
け

る
権

利
を

有
す

る
者

が
死

亡
し

た
た

め
そ
の
支
給
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
死
亡
の
日
の

属
す

る
月

の
翌

月
以

後
の

分
と

し
て

当
該

年
金

た
る

損
害

補
償

の
過

誤
払

が
行

わ
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
に
係
る
債
権

(以
下
「
こ

の

条
に
お
い
て
返

還
金
債
権
」
と
い
う
。

)に
係
る
債
務

の
弁
済
を
す
べ
き
者
に
支
払

う
べ
き
次
に
掲

げ
る
損
害
補
償
が
あ
る
と
き
は
、
町
は
、
当
該
損
害
補
償
の
支
払

金
の

金
額

を
当

該
過

誤
払

に
よ

る
返

還
金

債
権

の
金

額
に

充
当

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 
 

 
(
省
 
 
 
 
 

略
)
 

(
省
 
 
 
 
 
略
)
 

 
 

附
 
則

 
附
 
則

 
 

 
(
省
 
 
 
 
 

略
)
 

(
省
 
 
 
 
 
略
)
 

 
 

(遺
族
補
償
年
金
の
受
給
資
格
年
齢
の
特
例
等

) 
(遺

族
補
償
年
金

の
受
給
資
格
年
齢
の
特
例
等

) 
第

4条
の

2 
（
略
）

 
第

4条
の

2 
（
略
）

 
2 

次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
公
務
に
よ
り
、
又
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、

若
し

く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
、
又
は
応
急
措
置
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ

り
、
死

亡
し
た
非
常
勤
消
防
団
員
等
の
夫
、
父
母
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
あ

っ
て

、
当
該
非
常

勤
消
防
団
員
等
の
死
亡
の
当
時
、
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持

し
、
か
つ

、
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
年
齢
で
あ
っ
た
も
の

(第
11

条
第

1項
第

4号
に

規
定

す
る

者
で

あ
っ

て
第

13
条

第
1項

第
6号

に
該

当
す

る
に

至
ら

な
い

2 
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ

る
期
間
に
公
務
に
よ
り
、
又
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、

若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
、
又
は
応
急
措
置
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ

り
、
死
亡
し
た

非
常
勤
消
防
団
員
等
の
夫
、
父
母
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
あ

っ
て
、
当
該
非
常
勤
消
防
団
員

の
死
亡
の
当
時
、
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
し

、
か

つ
、
同

表
の

中
欄

に
掲
げ

る
年
齢

で
あ

っ
た

も
の

(第
11

条
第

1項
第

4
号

に
規

定
す

る
者

で
あ

っ
て

第
13

条
第

1項
第

6号
に

該
当

す
る

に
至

ら
な

い
も
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も
の

を
除
く
。

)は
、
第

11
条
第

1項
(前

項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含

む
。

)の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遺

族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
と

す
る

。
こ
の

場
合
に
お

い
て
、
第

12
条
第

1項
中

「
遺
族
補
償
年

金
を
受
け

る
こ

と
が

で
き
る
遺
族
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺

族
(附

則
第

4条
の

2第
2項

の
規

定
に

基
づ

き
遺

族
補

償
年

金
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
こ
と
と
さ
れ
た
遺
族
で
あ
っ
て
、
当
該
遺
族
補
償
年
金
に
係
る
非
常
勤
消

防
団

員
等
の
死
亡
の
時
期
に
応
じ
、
同
項
の
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
年
齢
に
達
し
な

い
も

の
を
除
く
。

)」
と
、
第

13
条
第

2項
中
「
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る

の
は

「
前
項
第

1号
か
ら
第

4号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
と
す
る
。

 

の
を

除
く

。
)は

、
第

11
条

第
1項

(前
項

に
お

い
て

読
み

替
え

ら
れ

る
場

合
を

含

む
。

)の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
と

す
る
。
こ
の

場
合
に
お

い
て

、
第

12
条
第

1項
中

「
遺
族
補
償
年

金
を
受
け

る
こ

と
が
で
き
る
遺
族
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺

族
(附

則
第

4条
の

2第
2項

の
規

定
に

基
づ

き
遺

族
補

償
年

金
を

受
け

る
こ

と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
遺
族
で
あ
っ
て
、
当
該
遺
族
補
償
年
金
に
係
る
非
常
勤
消

防
団
員
等
の
死
亡
の
時
期
に
応
じ
、
同
項
の
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
年
齢
に
達
し
な

い
も
の
を
除
く
。

)」
と
、
第

13
条
第

2項
中
「
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
第

1号
か
ら
第

4号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
と
す
る
。

 
（
略
）

 
（
略
）

 
（
略
）

 
 

（
略
）

 
（
略
）

 
（
略
）

 
 

3 
前

項
に
規
定

す
る
遺

族
の
遺

族
補
償

年
金
を
受

け
る
べ
き
順
位

は
、
第

11
条
第

1項
(第

1項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。

)に
規
定
す
る
遺
族
の
次

の
順

位
と
し
、
前
項
に
規
定

す
る
遺
族
の
う
ち
に
あ
っ
て
は
、
夫
、
父
母
、
祖
父

母
及

び
兄
弟
姉
妹
の
順
序
と
し
、
父
母
に
つ
い
て
は
、
養

父
母
を
先
に
し
、
実
父

母
を

後
に
す
る
。

 

3 
前
項
に
規
定

す
る
遺

族
の
遺
族
補
償

年
金
を
受

け
る
べ
き
順
位

は
、
第

11
条
第

1項
(第

1項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。

)に
規
定
す
る
遺
族
の
次

の
順
位
と
し
、
前
項
に
規
定
す
る
遺
族
の
う
ち
に
あ
っ
て
は
、
父
、
父
母
、
祖
父

母
及
び
兄
弟
姉
妹
の
順
序
と
し
、
父
母
に
つ
い
て
は
、
養

父
母
を
先
に
し
、
実
父

母
を
後
に
す
る
。

 
4 

～
 5

 
（
略
）

 
4 

～
 5

 
（
略
）

 
(他

の
法
律
に
よ
る
給
付
と
の
調
整

) 
(他

の
法
律
に
よ

る
給
付
と
の
調
整

) 
第

5条
 
（
略
）

 
第

5条
 
（
略
）

 
1 

～
 3

 （
略
）

  
（
略
）

 
 
（
略
）

 
4 

障
害

補
償

年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

に
限

る
。

) 

障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障
害
基
礎
年
金

 
0.

82
(第

1級
又

は

第
2級

の
障

害
等

級
に

該
当

す
る

障
害

に
係

る
障

害
補

償
年

金
に

あ
っ
て
は
、

0.
81

)
5 

～
 6

 （
略
）

  
（
略
）

 
 
（
略
）

 
 

1 
～

 3
 （

略
）

  
（
略
）

 
 
（
略
）

 
4 

障
害

補
償

年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

に
限

る
。

) 

障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障
害
基
礎
年
金

 
0.

82
(第

1級
又

は

第
2級

の
障

害
等

級
に

該
当

す
る

障
害

に
係

る
傷

病
補

償
年

金
に

あ
っ
て
は
、

0.
81

) 
5 

～
 6

 （
略
）

  
（
略
）

 
 
（
略
）
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2 
 

（
略
）

 
2 

 
（
略
）

 
1 

傷
病

補
償

年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

を
除

く
。

) 

1 
障
害
厚
生
年
金
等

 
0.

88
 

2 
（
略
）

 
（
略
）

 

2 
傷

病
補

償
年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

に
限

る
。

) 

1 
障
害
厚
生
年
金
等

 
0.

92
(第

1級
の

傷

病
等

級
に

該
当

す
る

障
害

に
係

る
傷

病
補

償
年

金
に
あ
っ
て
は
、

0.
91

) 
2 

（
略
）

 
（
略
）

 
3 

障
害

補
償

年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

を
除

く
。

) 

1 
（
略
）

 
 
（
略
）

 
2 

障
害

基
礎

年
金

(当
該

損
害

補
償

の
事

由

と
な

っ
た

障
害

に
つ

い
て

平
成

24
年

一
元

化
法

改
正

前
国

共
済

法
等

に
よ

る
障

害
共

済
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

) 

0.
88

 

4 
障

害
補

償
年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

に
限

る
。

) 

1 
障
害
厚
生
年
金
等

 
0.

89
(第

1級
又

は

第
2級

の
傷

病
等

級
に

該
当

す
る

障
害

に
係

る
障

害
補

償
年

金
に

あ
っ
て
は
、

0.
88

)
2 

障
害

基
礎

年
金

(当
該

損
害

補
償

の
事

由
0.

92
(第

1級
の

障

1 
傷

病
補

償
年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

を
除

く
。

) 

1 
障
害
厚
生
年
金
等

 
0.

86
 

2 
（
略
）

 
（
略
）

 

2 
傷

病
補

償
年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

に
限

る
。

) 

1 
障
害
厚
生
年
金
等

 
0.

91
(第

1級
又

は

第
2級

の
傷

病
等

級
に

該
当

す
る

障
害

に
係

る
傷

病
補

償
年

金
に

あ
っ
て
は
、

0.
90

) 
2 

（
略
）

 
（
略
）

 
3 

障
害

補
償

年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

を
除

く
。

) 

1 
（
略
）

 
 
（
略
）

 
2 

障
害

基
礎

年
金

(当
該

損
害

補
償

の
事

由

と
な

っ
た

障
害

に
つ

い
て

平
成

24
年

一
元

化
法

改
正

国
共

済
法

等
に

よ
る

障
害

共
済

年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

) 

0.
88

 

4 
障

害
補

償
年

金
(第

18
条

の
2

に
規

定
す

る
公

務
上

の
災

害
に

係
る

も
の

に
限

る
。

) 

1 
障
害
厚
生
年
金
等

 
0.

89
(第

1級
又

は

第
2級

の
傷

病
等

級
に

該
当

す
る

障
害

に
係

る
傷

病
補

償
年

金
に

あ
っ
て
は
、

0.
88

) 
2 

障
害

基
礎

年
金

(当
該

損
害

補
償

の
事

由
0.

92
(第

1級
の

傷

60
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と
な

っ
た

障
害

に
つ

い
て

平
成

24
年

一
元

化
法

改
正

前
国

共
済

法
等

に
よ

る
障

害
共

済
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

) 

害
等

級
に

該
当

す
る

障
害

に
係

る
障

害
補

償
年

金
に
あ
っ
て
は
、

0.
91

) 
5 

～
 6

 （
略
）

  
（
略
）

 
 
（
略
）

 
 

と
な

っ
た

障
害

に
つ

い
て

平
成

24
年

一
元

化
法

改
正

前
国

共
済

法
等

に
よ

る
障

害
共

済
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

) 

病
等

級
に

該
当

す
る

障
害

に
係

る
傷

病
補

償
年

金
に
あ
っ
て
は
、

0.
91

) 
5 

～
 6

 （
略
）

  
（
略
）

 
 
（
略
）

 
 

3 
～

 4
 
（
略
）

 
3 

～
 4

 
（
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議 案 参 考 資 料 担当課（室）係

（令和６年第１回定例会５月会議） 企画公室　政策調整係

４．概要

１．議案名

議案第４６号　かつらぎ町過疎地域持続的発展計画の変更について

２．背景・経過

　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第１４条において、過疎地域の市町
村が市町村計画に基づいて行う事業について過疎対策事業債を財源とすることができる
ことが規定されており、過疎対策事業債の発行にあたっては過疎地域持続的発展計画へ
の事業の記載が必要となります。

３．趣旨・目的

　本町の持続的な発展を目的とした取り組みの一環として、以下の事業を実施します。
　大谷小学校では、自校方式にて学校給食を提供しており、設備等については、これま
でも計画的に更新等を実施してきました。
　今年度は、シンクや回転釜の更新を予定しており、次年度以降に空調設備や保冷庫の
整備等を計画していたところです。
　しかしながら、空調設備に急遽不具合が発生したことから、今回、次年度計画を前倒
しして一体的に整備することとし、良好な衛生環境の確保と、安心安全な学校給食の提
供を図ります。

　かつらぎ町過疎地域持続的発展計画　第９項「教育の振興」第３号「整備計画」の事
業計画表に、以下の事業内容を追加します。

第９項第３号整備計画：大谷小学校給食調理室整備事業
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